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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「第２期京田辺市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、市民の皆さんの教育・保育・

子育て支援について、現在の利用状況や今後の利用希望などを把握するために調査を実施するも

のです。 

 

２ 調査対象 

京田辺市在住の就学前児童、小学生各 1,500 名の保護者 

 

３ 調査期間 

平成 31 年１月 10 日から平成 31 年２月１日まで 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童 1,500 通 963 通 64.2％ 

小学生 1,500 通 1,038 通 69.2％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、 も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。 



2 

Ⅱ 調査結果 

１ 就学前児童 

（１）宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１ 宛名のお子さんのお住まいの小学校区はどこですか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

「三山木」の割合が 27.9％と も高く、次いで

「田辺」の割合が 18.2％、「薪」の割合が 13.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月を（ ）内に数字でご記入ください。 

宛名のお子さんの年齢 

「０歳」の割合が 24.9％と も高く、次いで

「４歳」の割合が 16.3％、「３歳」の割合が 14.8％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

24.9 

14.4 

14.4 

14.8 

16.3 

13.4 

1.7 

24.0 

14.6 

14.3 

16.1 

14.9 

14.5 

1.7 

20.5 

15.6 

15.5 

17.4 

16.1 

13.7 

1.3 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

大住

松井ケ丘

桃園

薪

田辺東

田辺

草内

三山木

普賢寺

無回答

5.9

13.0

8.0

13.5

3.1

18.2

8.7

27.9

1.1

0.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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問３ 宛名のお子さんを含め、お子さんは何人ですか。人数を数字でご記入ください。

２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入くださ

い。 

ア 子どもの数 

 

「１人」の割合が 42.2％と も高く、次いで

「２人」の割合が 41.6％、「３人」の割合が 13.2％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１人」の割合

が増加しています。一方、「２人」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

※平成 20 年度調査は「４人以上」まで、「５人以上」はありませんでした。 

 

イ 末子の年齢 

 

「０歳」の割合が 29.4％と も高く、次いで

「２歳」の割合が 15.6％、「１歳」の割合が 14.2％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

※平成 20 年度調査は「６歳」まででした。 

 

問４ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「母親」の割合が 94.9％、「父親」の割合が

4.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)

％

母親

父親

その他

無回答

94.9 

4.4 

0.2 

0.5 

94.8 

4.6 

0.2 

0.4 

96.2 

2.8 

0.2 

0.8 

0 20 40 60 80 100

％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

29.4 

14.2 

15.6 

12.5 

11.1 

10.0 

7.3 

31.5 

15.9 

13.4 

12.2 

9.1 

9.5 

8.3 

22.9 

22.4 

14.7 

11.2 

12.4 

6.9 

3.8 

0 20 40 60 80 100

％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

42.2 

41.6 

13.2 

2.0 

0.4 

0.6 

28.9 

53.6 

14.7 

2.1 

0.2 

0.5 

29.4 

56.2 

12.5 

0.9 

‐

0.9 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)

平成30年度調査

(回答者数 = 551)
平成25年度調査

(回答者数 = 723)
平成20年度調査

(回答者数 = 606)
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問５ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

「配偶者がいる」の割合が 95.8％、「配偶者は

いない」の割合が 3.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問６ 母親、父親の該当する年齢階層についてお答えください。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

ア 母親 

 

「30 歳代」の割合が 64.1％と も高く、次い

で「40 歳代」の割合が 24.1％、「20 歳代」の割合

が 10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「30 歳代」の割合が 53.3％と も高く、次い

で「40 歳代」の割合が 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

配偶者がいる

配偶者はいない

その他

無回答

95.8

3.1

0.4

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 962 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.3

10.9

64.1

24.1

0.1

0.0

0.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 936 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.1

6.4

53.3

35.0

2.7

0.1

2.4

0 20 40 60 80 100
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問７ 母親と父親の本市での居住年数をお答えください。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

ア 母親 

 

「５～10 年未満」の割合が 29.2％と も高く、

次いで「10 年以上」の割合が 28.7％、「3 年未満」

の割合が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳で「３年未満」の割合が高くなっています。また、

２～５歳で「５～10 年未満」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

３
年
未
満 

３
～
５
年
未
満 

５
～
10
年
未
満 

10
年
以
上 

無
回
答 

０歳 240 46.3 19.2 11.7 22.5 0.4 

１歳 139 25.2 24.5 24.5 25.9 －

２歳 139 10.8 27.3 31.7 30.2 －

３歳 142 14.1 14.1 38.0 33.8 －

４歳 157 16.6 12.7 38.9 30.6 1.3 

５歳 129 10.1 12.4 41.9 34.9 0.8 

全体 962 23.0 18.5 29.2 28.7 0.6

 

イ 父親 

 

「10 年以上」の割合が 32.1％と も高く、次

いで「5 ～10 年未満」の割合が 27.7％、「3 年未

満」の割合が 22.2％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 962 ％

3 年未満

3 ～5 年未満

5 ～10年未満

10年以上

無回答

23.0

18.5

29.2

28.7

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 936 ％

3 年未満

3 ～5 年未満

5 ～10年未満

10年以上

無回答

22.2

13.7

27.7

32.1

4.4

0 20 40 60 80 100
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問８ お子さんとの同居の状況について当てはまる番号すべてに○をつけてください。

続柄はお子さんからみた関係です。 

「父母同居」の割合が 95.4％と も高くなって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ お子さんの祖父母が近くにお住まいですか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。近くとは、概ね 30 分程度で行き来できる範囲です。 

「近くに住んでいる」の割合が57.5％と も高

く、次いで「近くに住んでいない」の割合が33.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

問 10 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「主に母親」の割合が 56.5％と も高く、次い

で「父母ともに」の割合が 41.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「主に母親」の

割合が減少し、「父母ともに」の割合が増加して

います。 

 

 

 

 

 

  

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

41.6 

56.5 

0.0 

0.6 

0.1 

1.1 

36.7 

61.7 

0.3 

0.4 

0.3 

0.6 

0 20 40 60 80 100

％

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

祖母同居

その他

無回答

95.4 

0.1 

3.1 

5.5 

7.5 

3.1 

0.3 

94.1 

0.2 

3.0 

5.5 

8.1 

3.1 

0.5 

94.8 

0.1 

3.0 

9.2 

12.2 

6.2 

2.1 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

同居している

近くに住んでいる

近くに住んでいない

無回答

8.1

57.5

33.6

0.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)

平成30年度調査

(回答者数 = 963)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
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（２）ご家族の生活状況について 

問 11 あなたは、ご家庭の現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

「普通」の割合が 62.1％と も高く、次いで

「やや苦しい」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、年齢が高くなるにつれて「やや苦しい」の割合が高くなる傾向が見

られます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

大
変
苦
し
い 

や
や
苦
し
い 

普
通 

や
や
ゆ
と
り
が
あ
る 

大
変
ゆ
と
り
が
あ
る 

無
回
答 

０歳 240 3.8 17.5 67.9 8.8 0.8 1.3 

１歳 139 5.0 18.7 64.7 7.9 0.7 2.9 

２歳 139 2.2 18.0 63.3 14.4 2.2 －

３歳 143 3.5 21.7 65.0 8.4 1.4 －

４歳 157 3.2 27.4 56.1 10.2 1.3 1.9 

５歳 129 4.7 31.8 51.2 9.3 3.1 －

全体 963 3.8 21.9 62.1 9.6 1.6 1.0

 

問 12 あなたの世帯では、過去１年の間に、急な出費などで家計のやりくりができない

ことがありましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「まったくなかった」の割合が65.7％と も高

く、次いで「まれにあった」の割合が 17.0％、「と

きどきあった」の割合が 12.1％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

3.8

21.9

62.1

9.6

1.6

1.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

4.0

12.1

17.0

65.7

1.0

0 20 40 60 80 100
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問 13 あなたは、現在、どのような悩みや不安を感じていますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「特に困っていることはない」の割合が 32.7％

と も高く、次いで「仕事と子育ての両立が困難

である」の割合が 22.4％、「子どもの教育（進学）

やしつけのことで困っている」の割合が 21.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

経済的に困っている

適当な就職先がなくて困ってい
る

仕事と子育ての両立が困難で

ある

子どもをみてもらうところがない

家事の仕方がわからない

住宅のことで困っている

子どもの教育（進学）やしつけの

ことで困っている

自分が精神的に不安定である。

子どもが情緒的に不安定であ
る。

親権や財産等の問題が解決で

きない

相談相手がいない

自分の健康状態がよくない

家族の健康状態がよくない

夫婦関係について

親族との人間関係について

近隣・地域との人間関係につい
て

勤務先での仕事や人間関係に

ついて

その他

特に困っていることはない

無回答

16.4

6.6

22.4

14.8

2.3

5.3

21.9

7.5

2.7

0.5

2.1

4.9

3.9

5.7

4.8

5.1

5.9

4.7

32.7

2.8

0 20 40 60 80 100
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問 14 子どもや保護者にとって、現在または将来的に、どのような支援があるとよいと

思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「保護者が家にいないときに子どもを預かる

場やサービスの提供」の割合が 59.0％と も高

く、次いで「子どもが仲間と出会え、一緒に活動

できるところ」の割合が 48.6％、「生活や就学の

ための経済的補助」の割合が 44.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

保護者が家にいないときに子ど

もを預かる場やサービスの提供

低い家賃で住めるところ

生活や就学のための経済的補

助

進路や生活などについてなんで
も相談できるところ

子どもが仲間と出会え、一緒に

活動できるところ

自然体験や集団遊びなど、多

様な活動機会の提供

地域における子どもの居場所の
提供

読み書き計算などの基礎的な

学習への支援

会社などでの職場体験等の機

会

仕事に就けるようにするための
就労に関する支援

子育ての悩みなど、気軽に相談

できるところ

その他

特にない

わからない

無回答

59.0

8.8

44.7

18.1

48.6

44.3

37.7

24.7

13.5

13.6

19.9

4.3

2.5

0.6

0.9

0 20 40 60 80 100



10 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳で「低い家賃で住めるところ」「地域における子ども

の居場所の提供」「子育ての悩みなど、気軽に相談できるところ」の割合が、４歳で「生活や就学

のための経済的補助」の割合が高くなっています。また、０歳、２歳で「子どもが仲間と出会え、

一緒に活動できるところ」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

保
護
者
が
家
に
い
な
い
と
き
に
子
ど

も
を
預
か
る
場
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

低
い
家
賃
で
住
め
る
と
こ
ろ 

生
活
や
就
学
の
た
め
の
経
済
的
補
助

進
路
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
と
こ
ろ 

子
ど
も
が
仲
間
と
出
会
え
、
一
緒
に

活
動
で
き
る
と
こ
ろ 

自
然
体
験
や
集
団
遊
び
な
ど
、
多
様

な
活
動
機
会
の
提
供 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
の

提
供 

読
み
書
き
計
算
な
ど
の
基
礎
的
な
学

習
へ
の
支
援 

会
社
な
ど
で
の
職
場
体
験
等
の
機
会

仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

就
労
に
関
す
る
支
援 

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
と
こ
ろ 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

０歳 240 63.8 15.8 48.3 20.8 58.3 47.5 42.1 25.0 14.2 14.2 29.2 5.0 0.8 1.7 1.3 

１歳 139 57.6 5.8 46.8 19.4 47.5 48.9 39.6 20.1 10.1 12.2 17.3 5.0 4.3 0.7 2.2 

２歳 139 65.5 6.5 37.4 16.5 56.1 50.4 36.7 28.1 15.8 15.8 23.7 2.2 2.2 － －

３歳 143 53.8 7.7 44.1 16.8 45.5 40.6 38.5 26.6 14.7 16.1 16.1 5.6 3.5 0.7 －

４歳 157 55.4 7.6 52.9 19.1 38.2 39.5 33.1 28.7 14.6 12.7 16.6 2.5 1.9 － 0.6 

５歳 129 57.4 4.7 34.1 15.5 44.2 39.5 35.7 21.7 12.4 11.6 10.9 3.1 3.9 － 0.8 

全体 963 59.0 8.8 44.7 18.1 48.6 44.3 37.7 24.7 13.5 13.6 19.9 4.3 2.5 0.6 0.9
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（３）子どもの育ちをめぐる状況について 

問 15 お子さんが日常的に通っている施設はどれですか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「いずれにも通っていない」の割合が 33.2％と

も高く、次いで「保育所（園）」の割合が 32.6％、

「幼稚園」の割合が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 お子さんの子育てに大きく影響すると思われる環境について、当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「家庭」の割合が 96.9％と も高く、次いで

「保育所（園）」の割合が 51.9％、「地域」の割合

が 51.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

家庭

地域

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

その他

無回答

96.9

51.0

47.2

51.9

19.6

2.5

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

幼稚園

保育所（園）

認定こども園

その他

いずれにも通っていない

無回答

26.3

32.6

3.9

3.3

33.2

0.6

0 20 40 60 80 100
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問 17 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」の割合が 65.7％と も高く、

次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」

の割合が 23.1％、「緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる」の割合

が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 17－１ 問 17 で「１」または「２」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。祖

父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安

心である」の割合が 51.1％と も高く、次いで

「自分たち親の立場として、祖父母等の親族に負

担をかけていることが心苦しい」の割合が24.8％、

「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配で

ある」の割合が 23.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「祖父母等の親

族が子育てに協力してくれ、安心である」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 20 年度調査の「祖父母が孫を預かることに問題は感じていない」を、平成 30 年度調査の「祖父母等の親族が子育

てに協力してくれ、安心である」と比較しています。「子どもの教育・発達にとって も良い環境であるかどうか、少

し不安がある」は平成 20 年度調査ではありませんでした。 

  

％

祖父母等の親族が子育てに協

力してくれ、安心である

祖父母等の親族の身体的負担

が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約
や精神的な負担が大きく心配で

ある

自分たち親の立場として、祖父
母等の親族に負担をかけている

ことが心苦しい

子どもの教育・発達にとってふ
さわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

51.1 

23.4 

16.1 

24.8 

5.8 

3.1 

0.6 

59.7 

20.1 

11.3 

20.8 

3.9 

3.6 

0.3 

65.2 

19.4 

18.0 

20.5 

‐

3.4 

0.8 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

日常的に祖父母等の親族にみ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子

どもをみてもらえる友人・知人
がいる

いずれもいない

無回答

23.1

65.7

2.6

12.9

11.1

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 800)
平成25年度調査

(回答者数 = 879)
平成20年度調査

(回答者数 = 643)
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問 17－２ 問 17 で「３」または「４」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。友

人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「友人・知人が子育てに協力してくれ、安心で

ある」の割合が 59.2％と も高く、次いで「自分

たち親の立場として、友人・知人に負担をかけて

いることが心苦しい」の割合が 26.8％、「友人・

知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

である」の割合が 10.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「自分たち親の

立場として、友人・知人に負担をかけていること

が心苦しい」の割合が増加しています。一方、「友

人・知人が子育てに協力してくれ、安心である」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

※平成 20 年度調査の「友人・知人に預かってもらうことについて特に問題は感じていない」を、平成 30 年度調査の「友

人・知人が子育てに協力してくれ、安心である」と比較しています。「子どもの教育・発達にとって も良い環境であ

るかどうか、少し不安がある」は平成 20 年度調査ではありませんでした。 

 

問 18 子育てについて、今のお気持ちに一番近いものとして当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

「比較的楽しい」の割合が 48.5％と も高く、

次いで「とても楽しい」の割合が 21.3％、「少し

不安・負担を感じる」の割合が 17.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

  

％

友人・知人が子育てに協力して

くれ、安心である

友人・知人の身体的負担が大き
く心配である

友人・知人の時間的制約や精

神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、友人・

知人に負担をかけていることが

心苦しい

子どもの教育・発達にとってふ

さわしい環境であるかどうか、少
し不安がある

その他

無回答

59.2 

2.1 

10.6 

26.8 

2.8 

0.7 

6.3 

65.7 

1.4 

7.6 

19.5 

1.4 

4.8 

5.7 

45.9 

4.7 

26.4 

31.8 

‐

13.5 

2.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

とても楽しい

比較的楽しい

少し不安・負担を感じる

とても不安・負担を感じる

どちらともいえない

無回答

21.3

48.5

17.7

2.9

4.9

4.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 142)
平成25年度調査

(回答者数 = 210)
平成20年度調査

(回答者数 = 148)
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問 19 宛名のお子さんとかかわる時間（会話、食事、一緒にテレビを見る、一緒に遊

ぶ、風呂に入る、身の回りの世話、勉強をみるなど） はだいたいどのくらいあり

ますか。母親、父親とも平日と休日に分けてそれぞれ当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

（１）母親 

ア 平日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 78.2％と も高く、次

いで「３時間くらい」の割合が 13.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 休日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 93.6％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 962 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

0.1

0.7

1.6

5.5

13.0

78.2

0.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 962 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

0.4

0.1

0.6

1.1

2.6

93.6

1.6

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

ア 平日（１つに○） 

 

「ほとんどない」の割合が 26.3％と も高く、

次いで「２時間くらい」の割合が 23.5％、「１時

間くらい」の割合が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 休日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 78.4％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 936 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

26.3

12.7

16.2

23.5

14.9

5.2

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 936 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

2.7

1.2

1.7

6.2

7.8

78.4

2.0

0 20 40 60 80 100



16 

問 20 お子さんを育てていて、あなたが日頃悩んでいること、不安に感じることはどの

ようなことですか。お子さんのこと、保護者のこと、それぞれ当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子どものしつけ」の割合が 46.2％と も高く、次いで「子どもの教育や将来の教育費」の割

合が 45.3％、「食事や栄養」の割合が 40.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「特にない」の割合が増加しています。一方、「子どものしつ

け」「子どもとの接し方」「子どもを叱りすぎているような気がする」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「子どものしつけ」「子どもの遊び」「子どもの生活リズムが乱れている」「保護者同士の交流・つきあいが難しい」

「子どもを叱りすぎているような気がする」「地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからな

い」「夫婦で楽しむ時間がない」は平成 20 年度調査ではありませんでした。  

％

保護者同士の交流・つきあいが

難しい

子どもを叱りすぎているような気

がする

子育てのストレスがたまって、

子どもに手をあげたり、世話をし

なかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの
内容や利用・申し込み方法がよ

くわからない

子育てによる身体の疲れが大き

い

夫婦で楽しむ時間がない

家族の中での子育て方針の違

い

住居が狭い

特にない

その他

無回答

15.4

31.5

3.9

8.5

18.1

15.4

5.8

6.7

20.2

4.6

0.4

12.3

40.7

4.2

10.0

18.3

14.4

4.7

6.2

3.4

5.3

0.9

‐

‐

15.6 

‐

17.8 

‐

5.9 

8.0 

7.6 

4.0 

2.0 

0 20 40 60 80 100

％

病気や発育・発達

食事や栄養

育児の方法

子どものしつけ

子どもとの接し方

子どもの遊び

子どもの教育や将来の教育費

子育てで出費がかさむ

子どもの生活リズムが乱れてい

る

仕事や自分のやりたいことがで

きない

配偶者・パートナーの協力が少

ない

話し相手や相談相手、協力者

がいない

32.0 

40.0 

24.0 

46.2 

19.1 

18.5 

45.3 

20.1 

13.0 

29.7 

13.8 

5.3 

32.9 

36.2 

27.2 

55.5 

25.0 

16.2 

44.8 

22.6 

10.4 

30.6 

14.0 

4.1 

28.9 

35.3 

6.0 

‐

17.0 

‐

35.4 

32.4 

‐

31.1 

11.5 

3.0 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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問 21 お子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「いる／ある」の割合が 92.8％、「いない／な

い」の割合が 6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

問 21－１ 問 21 で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子

育てに関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）ですか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族」の割合が 83.4％と も高

く、次いで「友人や知人」の割合が 79.8％、「近

所の人」の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

いる／ある

いない／ない

無回答

92.8

6.9

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 894 ％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育てサークル・NPO ・子育て

支援施設（地域子育て支援セン

ター・児童館等）

保健所

保健センター（健診の際）

保育所（園）

幼稚園

認定こども園

民生委員・児童委員

かかりつけ医

自治体の子育て関連担当窓

口・子育ての総合相談窓口「は
ぐはぐ」

母子父子自立支援員

児童相談所・家庭児童相談室

民間の電話相談

その他

無回答

83.4

79.8

21.1

10.6

1.1

5.9

18.1

12.1

1.6

0.1

11.9

0.3

0.1

0.1

0.1

3.5

0.1

0 20 40 60 80 100



18 

問 22 あなたのご家庭では、ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

「付き合いはほとんどなく、あいさつをする程

度」の割合が 39.0％と も高く、次いで「少々付

き合いがある」の割合が 27.3％、「付き合いがあ

り、やや親しい」の割合が 20.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「付き合いはほ

とんどなく、あいさつをする程度」の割合が増加

しています。一方、「付き合いがあり、やや親し

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

問 23 お子さんは次の地域での催しへ参加していますか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

「特に参加していない」の割合が 71.2％と も

高く、次いで「子育てサークル活動」の割合が

12.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「特に参加して

いない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親しい

付き合いがあり、やや親しい

少々付き合いがある

付き合いはほとんどなく、あいさ

つをする程度

わからない

無回答

9.2

20.4

27.3

39.0

0.5

3.5

14.1

26.1

28.5

30.2

0.3

0.9

0 20 40 60 80 100

％

子育てサークル活動

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

子ども会等の青少年団体活動

リサイクル等の環境分野での社

会貢献活動

その他

特に参加していない

無回答

12.3

5.4

3.6

1.2

5.9

0.9

3.2

71.2

1.5

15.3

7.7

3.9

1.4

9.8

1.3

5.3

62.7

1.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
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問 24 お子さんはどこで遊ぶことが多いですか。主な場所として当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「自宅」の割合が 42.9％と も高く、次いで

「公園」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 遊び場で困ること・困ったことは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

「雨の日に遊べる場所がない」の割合が 45.5％

と も高く、次いで「特に困ること・困ったこと

はない」の割合が 23.5％、「遊具などが充実して

いない」の割合が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

公園

家の近くの道路、路地

子どもの友人宅

親族宅

保護者の知人宅

児童館

地域子育て支援センター

子育てひろばなど

自宅

その他

無回答

11.1

6.5

1.2

2.2

0.2

0.5

0.5

0.6

42.9

1.1

33.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

雨の日に遊べる場所がない

近くに遊び場がない

遊び場や周辺環境が悪く、安心
して遊べない

遊び場周辺の道路が危険であ

る

思い切り遊ぶための十分な広さ
がない

遊具などが充実していない

遊具などの設備が古くて危険で
ある

トイレなどが不衛生である

遊び場に同じ歳くらいの遊び仲
間がいない

いつも閑散としていて寂しい感じ

がする

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

45.5

14.4

5.4

11.2

13.0

19.0

7.0

10.6

12.1

8.4

10.7

23.5

2.3

0 20 40 60 80 100
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問 26 お子さんと外出する際に、困ること・困ったことは何ですか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「買い物中などに子どもを遊ばせる場所がな

い」の割合が 29.5％と も高く、次いで「オムツ

替えや親子での利用に便利なトイレがない」の割

合が 23.4％、「歩道や信号がない通りが多く、安

全面で心配」、「暗い通りや見通しのきかないとこ

ろが多く、子どもが犯罪被害にあわないか心配」

の割合が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 お子さんの休日や夜間の急な発病時には、どのように対応していますか。もっと

も当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「休日応急診療所・救急外来」の割合が 68.0％

と も高く、次いで「小児救急電話相談（＃8000）

など」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

歩道や信号がない通りが多く、
安全面で心配

歩道の段差などベビーカー等

の通行が困難

交通機関や建物がベビーカー

での移動に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備が
ない

オムツ替えや親子での利用に

便利なトイレがない

小さな子どもの食事に配慮され
た場所がない

買い物中などに子どもを遊ばせ

る場所がない

暗い通りや見通しのきかないと
ころが多く、子どもが犯罪被害

にあわないか心配

周囲の人が子ども連れを迷惑

そうにみる

困っているときに手を貸してくれ

る人が少ない

その他

特に困ること・困ったことはない

無回答

22.4

20.7

14.1

15.3

23.4

19.8

29.5

22.4

4.7

6.0

5.3

22.2

1.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

休日応急診療所・救急外来

かかりつけ医

小児救急電話相談（＃8000）な

ど

その他

受診できる医療機関を知らない

無回答

68.0

4.3

11.1

4.2

3.6

8.8

0 20 40 60 80 100
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問 28 あなたの家庭では、どのような点を重視して育てていますか（育てようと考えて

いますか）。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「家族のふれあい」の割合が 67.1％と も高

く、次いで「子どもの自主性を尊重すること」の

割合が 57.4％、「子どもの個性を伸ばすこと」の

割合が 54.1％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「子どもの自主

性を尊重すること」の割合が増加しています。一

方、「友だちなどとの人間関係づくり」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

甘やかさず、過保護にしないこ

と

まず、親が手本を示すこと

子どもの個性を伸ばすこと

家事手伝いなど、多くの体験を

させること

子どもの自主性を尊重すること

友だちなどとの人間関係づくり

家族のふれあい

お金やものを大切にすること

他人の立場に立って行動するこ
と

しつけにおいて厳しさをもつこと

子どもに期待をかけすぎないこ

と

その他

特にない

無回答

37.8

24.2

54.1

44.2

57.4

51.8

67.1

48.2

48.5

13.3

22.2

2.8

0.5

0.6

37.8

25.5

50.6

45.7

49.0

57.8

65.6

48.6

48.6

17.2

20.8

2.1

0.7

0.4

48.2 

27.5 

56.3 

50.7 

42.8 

62.4 

63.7 

63.8 

57.6 

28.7 

33.8 

4.8 

0.1 

1.0 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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（４）保護者の就労状況について 

問 30 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいま

す。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「以前は就労していたが、現在は就労していな

い」の割合が 37.0％と も高く、次いで「フルタ

イム以外で就労しており、産休・育休・介護休業

中ではない」の割合が 22.1％、「フルタイムで就

労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

の割合が 18.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイムで

就労しているが、産休・育休・介護休業中である」

の割合が増加しています。一方、「以前は就労し

ていたが、現在は就労していない」の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

※「フルタイム以外で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」は平成 20 年度調査ではありませんでした。 

 

イ 父親 

 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 92.2％と も高くな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム以外で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」は平成 20 年度調査ではありませんでした。

％

フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

フルタイム以外で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではな

い

フルタイム以外で就労している
が、産休・育休・介護休業中で

ある

以前は就労していたが、現在は

就労していない

これまで就労したことがない

無回答

92.2

0.9

1.0

0.1

0.3

0.0

5.6

95.0

0.2

0.9

0.1

0.4

0.1

3.3

94.0 

0.6 

0.6 

‐

0.5 

0.0 

4.4 

0 20 40 60 80 100

％

フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

フルタイム以外で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではな

い

フルタイム以外で就労している

が、産休・育休・介護休業中で

ある

以前は就労していたが、現在は

就労していない

これまで就労したことがない

無回答

18.7 

14.2 

22.1 

2.5 

37.0 

2.6 

2.8 

14.4 

7.9 

17.9 

2.3 

50.3 

5.1 

2.2 

16.2 

5.5 

13.0 

‐

56.2 

6.4 

2.6 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 962)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,022)

平成20年度調査

(回答者数 = 870)

平成30年度調査

(回答者数 = 936)

平成25年度調査

(回答者数 = 993)

平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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問 30－１ 就労している方（問 30 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を

（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）１週当たり就労日数 

「５日」の割合が 62.6％と も高く、次いで

「４日」の割合が 13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）１週当たり就労日数 

「５日」の割合が 65.5％と も高く、次いで

「６日」の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 554 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.8

4.2

7.2

13.7

62.6

5.6

0.7

4.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 554 ％

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

10.5

9.9

14.8

14.8

30.7

8.3

4.0

1.4

2.2

3.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 881 ％

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.0

0.1

0.3

1.7

27.2

13.5

19.0

5.3

15.9

16.9

0 20 40 60 80 100

（イ）１日当たり就労時間（残業時間を含む） 

「８時間～９時間未満」の割合が 30.7％と

も高く、次いで「６時間～７時間未満」、「７時間

～８時間未満」の割合が 14.8％となっています。 

回答者数 = 881 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.1

0.5

0.9

0.5

65.5

16.6

1.4

14.6

0 20 40 60 80 100

（イ）１日当たり就労時間（残業時間を含む） 

「８時間～９時間未満」の割合が27.2％と も高く、

次いで「10時間～11時間未満」の割合が19.0％、「12

時間以上」の割合が15.9％となっています。 
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問 30－２ 就労している方（問 30 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻は、必ず（例）８時～17 時

のように、24 時間制（30 分単位）で（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）家を出る時刻 

「７時台」の割合が 40.4％と も高く、次いで

「８時台」の割合が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）家を出る時刻 

「７時台」の割合が 39.6％と も高く、次いで

「６時台」の割合が 19.1％、「８時台」の割合が

14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 554 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.2

4.5

40.4

37.9

9.6

2.9

4.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 554 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

39.9

33.2

14.1

4.9

1.8

0.7

0.4

0.4

0.2

4.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 881 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

3.4

19.1

39.6

14.0

3.2

3.3

17.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 881 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

6.7

10.4

17.1

17.8

14.2

9.2

4.0

0.9

1.9

17.7

0 20 40 60 80 100

（イ）帰宅時刻 

「18時前」の割合が39.9％と も高く、次いで「18

時台」の割合が33.2％、「19時台」の割合が14.1％と

なっています。 

（イ）帰宅時刻 

「20時台」の割合が17.8％と も高く、次いで「19

時台」の割合が17.1％、「21時台」の割合が14.2％と

なっています。 
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問 30－３ 就労している方（問 30 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。育児と仕事を両立するうえで望ましいと考える家を出る時刻

と帰宅時刻をお答えください。時間は、必ず（例）８時～17 時のように、24

時間制（30 分単位）で（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）理想の家を出る時刻 

「８時台」の割合が 57.2％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 25.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）理想の家を出る時刻 

「８時台」の割合が 40.7％と も高く、次いで

「７時台」の割合が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 554 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.2

0.2

6.3

57.2

25.3

5.1

5.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 554 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

81.4

12.1

0.5

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 881 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.8

1.2

28.6

40.7

6.1

0.8

21.7

0 20 40 60 80 100 回答者数 = 881 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

13.1

32.5

24.3

5.9

2.0

0.3

0.0

0.1

0.3

21.5

0 20 40 60 80 100

（イ）理想の帰宅時刻 

「18時前」の割合が81.4％と も高く、次いで「18

時台」の割合が12.1％となっています。 

（イ）理想の帰宅時刻 

「18時台」の割合が32.5％と も高く、次いで「19

時台」の割合が24.3％、「18時前」の割合が13.1％と

なっています。 
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問 30－４ フルタイム以外で就労している方（問 30 で「３」または「４」のいずれか

に○をつけた方）にうかがいます。フルタイム（１週５日程度・１日８時間

程度の就労）への転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

ア 母親 

 

「フルタイム以外の就労を続けることを希望」

の割合が 47.7％と も高く、次いで「フルタイム

への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

の割合が 25.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「フルタイム以外の就労を続けることを希望」

の割合が 40.0％と も高く、次いで「フルタイム

への転換希望があり、実現できる見込みがある」

の割合が 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 237 ％

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続ける

ことを希望

フルタイム以外の就労をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

7.2

25.7

47.7

3.0

16.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 10 ％

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続ける

ことを希望

フルタイム以外の就労をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

10.0

0.0

40.0

0.0

50.0

0 20 40 60 80 100
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問 30－５ 問 30 で「５.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６.

これまで就労したことがない」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号１つに○をつ

け、該当する（ ）内には数字をご記入ください。 

（１）母親 

 

「１年より先、一番下の子どもが（   ）歳

になったころに就労したい」の割合が 39.1％と

も高く、次いで「今は子育てや家事などに専念し

たい（就労の予定はない）」の割合が 33.3％、「す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の割

合が 22.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

「1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい」子どもの年齢 

 

「２歳～３歳」の割合が 31.5％と も高く、次

いで「６歳～７歳」の割合が 26.2％、「４歳～５

歳」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

今は子育てや家事などに専念

したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが（

）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

33.3 

39.1 

22.8 

4.7 

31.6 

41.3 

20.3 

6.7 

14.5 

71.9 

12.3 

1.3 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 149 ％

０歳～１歳

２歳～３歳

４歳～５歳

６歳～７歳

８歳～９歳

10歳～11歳

12歳～13歳

14歳～15歳

16歳～17歳

18歳以上

無回答

6.0

31.5

21.5

26.2

6.7

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 381)
平成25年度調査

(回答者数 = 566)
平成20年度調査

(回答者数 = 545)
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ア 希望する就労形態 

 

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度

の就労）」の割合が 14.9％、「パートタイム、アル

バイト等（「ア」以外）」の割合が 83.9％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、「パートタイム、

アルバイト等（「ア」以外）」の割合が増加してい

ます。一方、「フルタイム（１週５日程度・１日８

時間程度の就労）」の割合が減少しています。 

 

 

 

イ パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

 

「３日」の割合が 52.1％と も高く、次いで

「４日」の割合が 21.9％、「２日」の割合が 15.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイム（１週５日程度・１日８

時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

14.9 

83.9 

1.1 

20.9 

77.4 

1.7 

13.5 

83.4 

3.1 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 73 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

2.7

15.1

52.1

21.9

0.0

0.0

0.0

8.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 87)
平成25年度調査

(回答者数 = 115)
平成20年度調査

(回答者数 = 459)
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（イ）１日当たり希望就労時間 

 

「４時間」の割合が 34.2％と も高く、次いで

「５時間」の割合が 31.5％、「６時間」の割合が

13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

 

「今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 1件となっています。 

 

 

「1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい」子どもの年齢 

有効回答がありませんでした。 

 

 

ア 希望する就労形態 

有効回答がありませんでした。 

 

 

イ パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

有効回答がありませんでした。 

 

 

（イ）１日当たり希望就労時間 

有効回答がありませんでした。 

 

 

  

回答者数 = 73 ％

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

無回答

0.0

0.0

12.3

34.2

31.5

13.7

1.4

0.0

6.8

0 20 40 60 80 100
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（５）平日の定期的な教育・保育の利用状況について 

問 31 お子さんは現在、「定期的な教育・保育」を利用していますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

「利用している」の割合が 65.2％、「利用して

いない」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

問 31－１～問 31－５は、問 31 で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問 31－１ お子さんは、平日どのような教育・保育を利用していますか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。また、利用している教育・保育の開始年齢

をご記入ください。 

「認可保育所（園）」の割合が 44.6％と も高

く、次いで「公立幼稚園（預かり保育の利用はほ

とんどなし）」の割合が 18.2％、「公立幼稚園（預

かり保育を利用）」の割合が 11.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

利用している

利用していない

無回答

65.2

34.5

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用
はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用
はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利

用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・

企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型

保育

ファミリー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預かる事

業）

その他

無回答

18.2

11.6

9.6

4.0

44.6

6.5

1.8

0.0

4.1

1.3

0.0

0.5

3.3

0.3

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、１歳で「認可保育所（園）」の割合が高くなっています。

また、年齢が高くなるにつれて「公立幼稚園（預かり保育を利用）」「私立幼稚園（預かり保育の

利用はほとんどなし）」の割合が、年齢が低くなるにつれて「事業所内保育所・院内保育所・企業

主導型保育所」の割合が高くなる傾向がみられます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 32 3.1 3.1 － － 68.8 － 6.3 － 15.6 － － 6.3 9.4 －

１歳 76 － － 1.3 － 76.3 1.3 － － 10.5 2.6 － － 10.5 －

２歳 82 － 2.4 6.1 2.4 65.9 4.9 4.9 － 8.5 1.2 － 1.2 7.3 －

３歳 142 35.2 9.9 7.0 4.2 36.6 6.3 0.7 － 2.1 2.1 － － 0.7 0.7 

４歳 156 21.8 15.4 14.7 5.8 31.4 12.2 0.6 － 0.6 0.6 － － 1.9 0.6 

５歳 127 21.3 22.8 15.0 5.5 32.3 5.5 1.6 － 1.6 0.8 － － － －

全体 628 18.2 11.6 9.6 4.0 44.6 6.5 1.8 － 4.1 1.3 － 0.5 3.3 0.3

 

【保育事業の実施場所別】 

保育事業の実施場所別でみると、他に比べ、京田辺市内で「公立幼稚園（預かり保育の利用は

ほとんどなし）」「公立幼稚園（預かり保育を利用）」「認可保育所（園）」の割合が、他の市町村で

「私立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし）」「私立幼稚園（預かり保育を利用）」「認定こ

ども園」「事業所内保育所・院内保育所・企業主導型保育所」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

京田辺市内 547 20.5 13.3 7.1 3.1 50.3 1.3 1.3 － 3.5 1.1 － 0.5 3.3 0.4 

他の市町村 78 － － 26.9 10.3 5.1 43.6 5.1 － 9.0 2.6 － － 3.8 －
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開始年齢 

１．公立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし） 

 

「３歳」の割合が 84.2％と も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

２．公立幼稚園（預かり保育を利用） 

 

「３歳」の割合が 57.5％と も高く、次いで

「４歳」の割合が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

３．私立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし） 

 

「３歳」の割合が 76.7％と も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

４．私立幼稚園（預かり保育を利用） 

 

「３歳」の割合が 48.0％と も高く、次いで

「４歳」の割合が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 114 ％

３歳

４歳

５歳

無回答

84.2

7.0

0.0

8.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 73 ％

３歳

４歳

５歳

無回答

57.5

19.2

2.7

20.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 60 ％

３歳

４歳

５歳

無回答

76.7

3.3

3.3

16.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 25 ％

３歳

４歳

５歳

無回答

48.0

12.0

0.0

40.0

0 20 40 60 80 100
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５．認可保育所（園） 

 

「１歳」の割合が 55.0％と も高く、次いで

「０歳」の割合が 27.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．認定こども園 

 

「３歳」の割合が 75.6％と も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．小規模な保育施設（６～19 人以下） 

 

「１歳」の割合が 36.4％と も高く、次いで

「３歳」の割合が 27.3％、「０歳」の割合が 18.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．家庭的保育（５人以下） 

有効回答がありませんでした。 

  

回答者数 = 280 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

27.9

55.0

9.3

5.4

0.4

0.0

2.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 41 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

0.0

4.9

9.8

75.6

4.9

2.4

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 11 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

18.2

36.4

9.1

27.3

9.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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９．事業所内保育所・院内保育所・企業主導型保育所 

 

「１歳」の割合が 53.8％と も高く、次いで

「０歳」の割合が 23.1％、「２歳」の割合が 19.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．その他の認可外の保育施設 

「１歳」が 4 件となっています。「２歳」が 3件、「３歳」が 1件となっています。 

 

 

11．ベビーシッターなど居宅訪問型保育 

有効回答がありませんでした。 

 

 

12．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

「０歳」が 3 件となっています。 

 

 

13．その他 

 

「２歳」の割合が 33.3％と も高く、次いで

「０歳」の割合が 28.6％、「１歳」の割合が 23.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 26 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

23.1

53.8

19.2

0.0

0.0

0.0

3.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 21 ％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

28.6

23.8

33.3

4.8

4.8

0.0

4.8

0 20 40 60 80 100
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問 31－２ 平日に定期的に利用している教育・保育について、どのくらい利用していま

すか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、

１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、（ ）内に具体的な数字でご記

入ください。時間は、必ず（例）９時～17 時のように 24 時間制でご記入く

ださい。なお、利用時間に応じた負担が発生するものとします。 

（１）現在 

ア １週当たり利用日数 

 

「５日以上」の割合が 90.1％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ １日当たり利用時間 

 

「５時間～６時間未満」の割合が 28.3％と も

高く、次いで「10 時間以上」の割合が 20.9％、

「８時間～９時間未満」の割合が 12.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 628 ％

１日

２日

３日

４日

５日以上

無回答

1.8

1.6

1.3

2.9

90.1

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

4.0

3.3

28.3

5.1

11.6

12.6

10.4

20.9

3.8

0 20 40 60 80 100
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ウ 利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 54.3％と も高く、次いで

「８時台」の割合が 25.8％、「７時台」の割合が

11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 利用終了時刻 

 

「14 時台」の割合が 32.3％と も高く、次い

で「18 時台」の割合が 18.6％、「17 時台」の割合

が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 628 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.2

11.5

25.8

54.3

2.9

0.0

0.0

1.1

4.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

2.1

0.6

32.3

4.5

16.4

16.7

18.6

3.5

0.2

0.2

4.9

0 20 40 60 80 100
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（２）希望 

ア １週当たり利用日数 

 

「５日以上」の割合が 77.1％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ １日当たり利用時間 

 

「７時間～８時間未満」の割合が 17.5％と も

高く、次いで「８時間～９時間未満」の割合が

16.7％、「10 時間以上」の割合が 14.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 628 ％

１日

２日

３日

４日

５日以上

無回答

0.2

1.3

1.3

2.5

77.1

17.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

1.9

1.1

5.3

12.6

17.5

16.7

11.0

14.3

19.6

0 20 40 60 80 100
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ウ 利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 45.1％と も高く、次いで

「８時台」の割合が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 利用終了時刻 

 

「16 時台」の割合が 22.5％と も高く、次い

で「17 時台」の割合が 18.9％、「15 時台」の割合

が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 628 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.6

6.8

23.9

45.1

1.4

0.0

0.0

0.8

21.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

1.3

0.0

5.1

13.4

22.5

18.9

13.1

4.0

0.3

0.0

21.5

0 20 40 60 80 100
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問 31－３ 現在、利用している教育・保育の場所についてうかがいます。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

「京田辺市内」の割合が 87.1％、「他の市町村」

の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

問 31－４ 平日に定期的に教育・保育を利用されている理由についてうかがいます。主

な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「保護者が現在就労している」の割合が 57.2％

と も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」

の割合が 53.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 628 ％

京田辺市内

他の市町村

無回答

87.1

12.4

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労している

保護者が就労予定がある／求

職中である

保護者が家族・親族などを看

護・介護している

保護者に病気や障害がある

保護者が学生である

その他

無回答

53.8

57.2

3.2

0.8

1.0

0.2

2.4

4.0

0 20 40 60 80 100



40 

問 31－６ 問 31 で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。理由として当てはまる番号すべてに○をつ

け、該当する（ ）内には数字をご記入ください。 

「父母のいずれかがみている」の割合が 66.6％

と も高く、次いで「子どもがまだ小さいため

（   ）歳くらいになったら利用しようと考え

ている」の割合が 55.7％、「利用したいが、幼稚

園や保育所（園）、認定こども園に空きがない」の

割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている」子どもの年齢 

 

「３歳」の割合が 46.5％と も高く、次いで

「１歳」の割合が 24.3％、「２歳」の割合が 13.0％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１歳」「２歳」

の割合が増加しています。一方、「３歳」「４歳」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１歳未満

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

2.2 

24.3 

13.0 

46.5 

6.5 

0.0 

7.6 

0.0 

18.3 

6.4 

54.1 

13.3 

0.9 

6.9 

0.0 

17.4 

17.4 

32.6 

21.7 

2.2 

8.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 332 ％

父母のいずれかがみている

子どもがまだ小さいため（　　　）

歳くらいになったら利用しようと

考えている

子どもの祖父母や親戚の人が

みている

近所の人や父母の友人・知人
がみている

利用したいが、幼稚園や保育所

（園）、認定こども園に空きがな

い

利用したいが、経済的な理由で

利用できない

利用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

利用したいが、内容や場所な

ど、納得できるところがない

その他

無回答

66.6

55.7

6.9

0.0

15.4

2.7

1.2

2.7

8.1

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 185)
平成25年度調査

(回答者数 = 218)
平成20年度調査

(回答者数 = 46)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、１歳で「父母のいずれかがみている」の割合が、０歳で

「子どもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている」の割合が高

くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
母
の
い
ず
れ
か
が
み
て
い
る 

子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
た
め
（ 

 
 

）
歳
く
ら

い
に
な
っ
た
ら
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る 

子
ど
も
の
祖
父
母
や
親
戚
の
人
が
み
て
い
る 

近
所
の
人
や
父
母
の
友
人
・
知
人
が
み
て
い
る

利
用
し
た
い
が
、
幼
稚
園
や
保
育
所
（
園
）
、
認

定
こ
ど
も
園
に
空
き
が
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
経
済
的
な
理
由
で
利
用
で
き

な
い 

利
用
し
た
い
が
、
延
長
・
夜
間
等
の
時
間
帯
の
条

件
が
合
わ
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
内
容
や
場
所
な
ど
、
納
得
で
き

る
と
こ
ろ
が
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

０歳 208 62.0 65.9 5.3 － 17.8 2.4 1.0 1.9 7.7 0.5 

１歳 62 79.0 46.8 11.3 － 16.1 4.8 1.6 3.2 8.1 1.6 

２歳 57 70.2 33.3 8.8 － 7.0 1.8 1.8 5.3 10.5 1.8 

３歳 1 － － － － － － － － － 100.0 

４歳 － － － － － － － － － － －

５歳 2 50.0 － － － － － － － － 50.0 

全体 332 66.6 55.7 6.9 － 15.4 2.7 1.2 2.7 8.1 1.5
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問 32 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの平日の教

育・保育として、「定期的に」利用したいと考える事業について、利用したい順番

に、１番から３番まで順位をつけて下の記入欄にご記入ください。また、利用し

たい教育・保育の開始年齢をご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利

用者負担が発生するものとします。 

ア １番 

 

「認可保育所（園）」の割合が 30.9％と も高

く、次いで「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の

割合が 16.9％、「公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）」の割合が 11.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利
用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・
企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他

無回答

11.8

16.9

6.4

7.6

30.9

9.1

1.6

0.3

2.1

0.2

0.3

0.7

0.8

11.1

0 20 40 60 80 100
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、就労していないで「公立幼稚園（預かり保育の利用は

ほとんどなし）」「公立幼稚園（預かり保育を利用）」「私立幼稚園（預かり保育の利用はほとんど

なし）」「私立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が、フルタイムで「認可保育所（園）」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
）

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業

主
導
型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地

域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイム 317 2.8 8.8 1.3 3.2 51.1 9.8 1.3 0.3 3.8 － － 0.6 0.6 16.4 

パ ー ト ・ ア
ルバイト等 

237 3.4 17.7 3.4 9.7 38.8 8.9 2.1 0.4 2.1 0.4 0.4 1.3 1.3 10.1 

就労していない 381 24.7 23.1 12.6 10.2 9.7 8.9 1.6 0.3 0.8 0.3 0.3 0.5 0.8 6.3 

 

【母親の就労希望別】 

母親の就労希望別でみると、他に比べ、今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はな

い）で「公立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし）」の割合が、1 年より先、一番下の子ど

もが（   ）歳になったころに就労したい、すぐにでも、もしくは１年以内に就労したいで「公

立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
）

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業

主
導
型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地

域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

今 は 子 育 て や
家事などに専念
したい（就労の
予定はない） 

127 33.9 16.5 17.3 7.9 2.4 7.1 1.6 0.8 － 0.8 0.8 0.8 1.6 8.7 

1 年より先、一
番下の子どもが
（   ）歳になっ
たころに就労し
たい 

149 25.5 27.5 11.4 9.4 9.4 10.1 0.7 － － － － 0.7 0.7 4.7 

すぐにでも、もし
くは１年以内に
就労したい 

87 9.2 25.3 6.9 14.9 20.7 10.3 3.4 － 3.4 － － － － 5.7 
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【教育・保育事業の利用の有無別】 

教育・保育事業の利用の有無別でみると、他に比べ、利用していないで「公立幼稚園（預かり

保育の利用はほとんどなし）」の割合が高くなっています。また、利用しているで「認可保育所

（園）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

利用している 628 9.6 16.2 5.7 7.2 33.1 8.1 1.8 0.3 2.4 0.3 0.3 1.0 0.8 13.2 

利用していない 332 16.3 18.4 7.8 8.4 27.1 11.1 1.2 0.3 1.5 － 0.3 0.3 0.9 6.3 

 

（ア）利用を開始したい子どもの年齢 

 

「３歳」の割合が 36.6％と も高く、次いで

「１歳」の割合が 21.7％、「２歳」の割合が 12.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

１歳未満

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

6.7

21.7

12.9

36.6

3.5

0.9

17.7

0 20 40 60 80 100
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イ ２番 

 

「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が

17.9％と も高く、次いで「認定こども園」の割

合が 16.7％、「私立幼稚園（預かり保育を利用）」

の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利
用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・
企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他

無回答

7.1

17.9

5.7

12.4

8.6

16.7

2.3

0.3

2.4

0.5

0.8

1.2

0.1

24.0

0 20 40 60 80 100



46 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、就労していないで「公立幼稚園（預かり保育を利用）」

の割合が、フルタイムで「認定こども園」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイム 317 4.4 13.2 1.9 9.8 10.7 21.1 3.8 － 4.1 0.3 0.3 0.6 － 29.7 

パ ー ト ・ ア
ルバイト等 

237 3.8 18.1 2.5 13.1 9.7 19.4 3.0 0.4 3.4 0.4 0.4 1.3 0.4 24.1 

就労してい
ない 

381 11.3 21.0 10.8 13.9 6.8 11.5 0.8 0.5 0.5 0.8 1.3 1.6 － 19.2 

 

【母親の就労希望別】 

母親の就労希望別でみると、いずれも「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

今 は 子 育 て や
家事などに専念
したい（就労の
予定はない） 

127 13.4 20.5 15.0 11.8 3.9 7.9 0.8 0.8 － 1.6 0.8 2.4 － 21.3 

1 年より先、一
番下の子どもが
（   ）歳になっ
たころに就労し
たい 

149 8.1 22.1 12.1 16.8 8.1 10.1 0.7 － 0.7 0.7 2.0 2.0 － 16.8 

すぐにでも、もし
くは１年以内に
就労したい 

87 12.6 21.8 3.4 13.8 8.0 18.4 － 1.1 1.1 － － － － 19.5 
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【教育・保育事業の利用の有無別】 

教育・保育事業の利用の有無別でみると、大きな差異はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
） 

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業
主
導

型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地
域

住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

利用してい
る 

628 5.6 17.2 4.8 12.7 7.6 16.4 2.2 0.5 2.9 0.2 1.1 1.6 0.2 27.1 

利用してい
ない 

332 9.9 19.3 7.5 11.7 10.5 17.5 2.4 － 1.5 1.2 0.3 0.6 － 17.5 

 

（ア）利用を開始したい子どもの年齢 

 

「３歳」の割合が 34.7％と も高く、次いで

「１歳」の割合が 14.2％、「２歳」の割合が 11.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

１歳未満

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

5.2

14.2

11.9

34.7

3.5

0.5

29.9

0 20 40 60 80 100
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ウ ３番 

 

「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が

13.5％と も高く、次いで「私立幼稚園（預かり

保育を利用）」の割合が 12.9％、「認定こども園」

の割合が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利
用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・
企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他

無回答

4.6

13.5

5.1

12.9

7.3

12.3

4.2

0.5

2.6

1.0

1.3

2.7

0.2

31.9

0 20 40 60 80 100
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、就労していないで「公立幼稚園（預かり保育を利用）」

の割合が、パート・アルバイト等で「私立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
）

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業

主
導
型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地

域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイム 317 2.2 13.9 2.8 13.2 5.4 10.4 5.0 0.6 4.4 1.9 1.3 2.5 0.3 36.0 

パ ー ト ・ ア
ルバイト等 

237 3.4 11.4 2.5 16.5 10.1 13.1 3.8 0.4 3.0 0.8 1.3 2.1 0.4 31.2 

就労してい
ない 

381 7.1 15.5 8.4 9.4 7.6 13.1 3.4 0.5 1.0 0.3 1.3 3.4 － 28.9 
 
 

【母親の就労希望別】 

母親の就労希望別でみると、他に比べ、すぐにでも、もしくは１年以内に就労したいで「公立

幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が、1 年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったこ

ろに就労したいで「認定こども園」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
）

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業

主
導
型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地

域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

今 は 子 育 て や
家事などに専念
したい（就労の
予定はない） 

127 6.3 13.4 11.8 7.9 4.7 11.8 4.7 0.8 － － 0.8 3.1 － 34.6 

1 年より先、一
番下の子どもが
（   ）歳になっ
たころに就労し
たい 

149 9.4 13.4 7.4 8.7 9.4 15.4 2.7 － 1.3 － 2.7 4.0 － 25.5 

すぐにでも、もし
くは１年以内に
就労したい 

87 3.4 23.0 4.6 11.5 10.3 11.5 2.3 － 2.3 1.1 － 3.4 － 26.4 
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【教育・保育事業の利用の有無別】 

教育・保育事業の利用の有無別でみると、他に比べ、利用していないで「公立幼稚園（預かり

保育を利用）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

公
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
の
利
用
は
ほ

と
ん
ど
な
し
） 

私
立
幼
稚
園
（
預
か
り
保
育
を
利
用
） 

認
可
保
育
所
（
園
） 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
施
設
（
６
～
19
人
以
下
）

家
庭
的
保
育
（
５
人
以
下
） 

事
業
所
内
保
育
所
・
院
内
保
育
所
・
企
業

主
導
型
保
育
所 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
居
宅
訪
問
型
保
育 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
地

域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他 

無
回
答 

利用している 628 4.8 11.8 4.1 13.2 7.6 12.3 3.3 0.5 3.2 0.2 1.6 3.0 0.2 34.2 

利用していない 332 4.2 16.9 6.9 12.3 6.6 12.3 5.7 0.6 1.5 2.7 0.9 2.1 0.3 26.8 

 

（ア）利用を開始したい子どもの年齢 

 

「３歳」の割合が 32.7％と も高く、次いで

「２歳」の割合が 10.9％、「１歳」の割合が 10.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 32－１ 問 32 で「１．公立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし）」または

「２．公立幼稚園（預かり保育を利用）」の順位を１番とした方にうかがいま

す。 

公立幼稚園を利用したいと考える理由は何ですか。理由として当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「保育料が安いから」の割合が71.8％と も高

く、次いで「小学校区の幼稚園だから」の割合が

63.9％、「教育内容に魅力を感じるから」の割合

が 20.2％となっています。 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

１歳未満

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳以上

無回答

5.3

10.6

10.9

32.7

3.3

0.4

36.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 277 ％

教育内容に魅力を感じるから

小学校区の幼稚園だから

保育料が安いから

兄姉が通っている（通っていた）

から

その他

無回答

20.2

63.9

71.8

13.7

5.1

2.9

0 20 40 60 80 100
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問 32－２ 問 32 で「３．私立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし）」または

「４．私立幼稚園（預かり保育を利用）」の順位を１番とした方にうかがいま

す。 

私立幼稚園を利用したいと考える理由は何ですか。理由として当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「教育内容に魅力を感じるから」の割合が

77.0％と も高く、次いで「給食があるから」の

割合が 49.6％、「通園バスがあるから」の割合が

47.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32－３ 問 32 で「１．公立幼稚園（預かり保育の利用はほとんどなし）」「２．公立

幼稚園（預かり保育を利用）」「３．私立幼稚園（預かり保育の利用はほとん

どなし）」「４．私立幼稚園（預かり保育を利用）」を選び、５～１３も選んだ

方にうかがいます。特に、幼稚園の利用を強く希望しますか。あてはまる番

号に〇をつけてください。 

「はい」の割合が 36.9％、「いいえ」の割合が

32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

問 32－４ 教育・保育を利用したい場所についてうかがいます。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「京田辺市内」の割合が 86.2％、「他の市町村」

の割合が 4.4％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 135 ％

教育内容に魅力を感じるから

地域の幼稚園だから

兄姉が通っている（通っていた）
から

給食があるから

通園バスがあるから

保育時間が長いから

その他

無回答

77.0

13.3

20.7

49.6

47.4

16.3

6.7

4.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 483 ％

はい

いいえ

無回答

36.9

32.5

30.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

京田辺市内

他の市町村

無回答

86.2

4.4

9.4

0 20 40 60 80 100
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問 32－５ 平日に定期的に利用したい教育・保育について、順位にかかわらず、どのく

らい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時

まで）かを、（ ）内に具体的な数字でご記入ください。時間は、必ず（例）

９時～17 時のように 24 時間制でご記入ください。なお、利用時間に応じた

負担が発生するものとします。 

ア １週当たり利用日数 

「５日以上」の割合が 81.3％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 利用開始時刻 

「９時台」の割合が 49.1％と も高く、次いで

「８時台」の割合が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

１日

２日

３日

４日

５日以上

無回答

0.8

1.2

2.2

2.6

81.3

11.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

2.0

1.6

7.0

14.3

14.0

17.4

11.1

18.9

13.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

1.8

0.3

6.9

15.6

17.2

20.6

17.7

5.6

0.6

0.0

13.8

0 20 40 60 80 100

イ １日当たり利用時間 

「10 時間以上」の割合が 18.9％と も高

く、次いで「８時間～９時間未満」の割合が

17.4％、「６時間～７時間未満」の割合が

14.3％となっています。 

回答者数 = 963 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.1

9.3

23.3

49.1

2.5

0.1

0.0

2.3

13.3

0 20 40 60 80 100

エ 利用終了時刻 

「17 時台」の割合が 20.6％と も高く、次

いで「18 時台」の割合が 17.7％、「16 時台」

の割合が 17.2％となっています。 
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問 32－６ 平日に定期的に教育・保育を利用したいとお考えになる理由についてうかが

います。主な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの教育や発達のため」の割合が 65.0％

と も高く、次いで「保護者が現在就労している」

の割合が 42.0％、「保護者が就労予定がある／求

職中である」の割合が 18.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「保護者が就労

予定がある／求職中である」の割合が増加してい

ます。一方、「保護者が現在就労している」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 617)

％

子どもの教育や発達のため

保護者が現在就労している

保護者が就労予定がある／求

職中である

保護者が家族・親族などを看
護・介護している

保護者に病気や障害がある

保護者が学生である

その他

無回答

65.0

42.0

18.6

0.8

1.2

0.4

2.7

9.8

61.8

48.5

1.0

0.6

0.8

0.6

0.8

2.4

0 20 40 60 80 100
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問 33 保育所（園）・幼稚園・認定こども園にどのような付加的なサービスやメリット

を期待しますか。当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「社会的な挨拶やマナーの指導」の割合が

37.4％と も高く、次いで「給食の提供」の割合

が 33.6％、「小学校教育へスムーズにつながるカ

リキュラムの充実」の割合が 31.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

社会的な挨拶やマナーの指導

育児に関する悩みの相談の場

保護者同士が交流する場の提

供

小学校教育へスムーズにつな

がるカリキュラムの充実

一人ひとりの発育に合わせた個
別の保育プログラムの充実

英語教育などの特色ある教育

カリキュラムの充実

課外教室の充実（体操・絵画な

ど）

保護者向けの子育て講座・発育
や発達に関する講座・勉強会・

講演会

子育てに関する情報提供

一時的な預かり機能

保育時間の延長

給食の提供

通園バスの運行

在籍時以外への子育て支援行
事、園庭開放

わからない

特に求めるサービスはない

その他

無回答

37.4

5.3

5.9

31.5

13.1

15.4

20.2

2.0

4.6

11.3

13.6

33.6

9.0

2.4

0.3

0.7

1.0

26.1

0 20 40 60 80 100
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（６）土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育の利用希望について 

問 34 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、「定期的な教育・保育」の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間

帯を、(例)９時～17 時のように 24 時間制でご記入ください。なお、事業の利用

には、利用時間に応じた負担が発生するものとします。 

土曜日では、「利用する必要はない」の割合が

61.5％と も高く、次いで「月に１～２回は利用

したい」の割合が 26.2％、「ほぼ毎週利用したい」

の割合が 10.1％となっています。 

日曜・祝日では、「利用する必要はない」の割合

が 79.4％と も高く、次いで「月に１～２回は利

用したい」の割合が 14.0％となっています。 

 

 

ア 希望利用開始時刻 

 

土曜日では、「９時台」の割合が 45.6％と も

高く、次いで「８時台」の割合が 32.4％、「７時

台」の割合が 12.9％となっています。 

日曜・祝日では、「９時台」の割合が 44.5％と

も高く、次いで「８時台」の割合が 28.7％、「７

時台」の割合が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

61.5 

10.1 

26.2 

2.3 

79.4 

3.0 

14.0 

3.5 

0 20 40 60 80 100

土曜日

(回答者数 = 963)
日曜・祝日

(回答者数 = 963)

％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0 

12.9 

32.4 

45.6 

3.2 

0.3 

0.0 

0.9 

4.9 

0.0 

16.5 

28.7 

44.5 

3.0 

0.6 

0.0 

0.6 

6.1 

0 20 40 60 80 100

土曜日

(回答者数 = 349)
日曜・祝日

(回答者数 = 164)
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イ 希望利用終了時刻 

 

土曜日では、「17 時台」の割合が 25.5％と も

高く、次いで「18 時台」の割合が 21.5％、「16 時

台」の割合が 15.5％となっています。 

日曜・祝日では、「17 時台」、「18 時台」の割合

が 28.0％と も高く、次いで「16 時台」の割合

が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

4.0 

2.3 

6.0 

10.9 

15.5 

25.5 

21.5 

8.9 

0.3 

0.3 

4.9 

3.0 

0.6 

2.4 

8.5 

13.4 

28.0 

28.0 

8.5 

0.6 

0.6 

6.1 

0 20 40 60 80 100

土曜日

(回答者数 = 349)
日曜・祝日

(回答者数 = 164)
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（１）－１ 問34の土曜日もしくは日曜・祝日で、「２.ほぼ毎週利用したい」または「３.月

に１～２回は利用したい」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの土曜の教

育・保育として「定期的に」利用したいと考える事業について、利用した

い順番に１番から３番まで順位をつけて下の記入欄にご記入ください。な

お、事業の利用には、一定の利用者負担が発生するものとします。 

ア １番 

 

「認可保育所（園）」の割合が 47.5％と も高

く、次いで「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の

割合が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 358 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用
はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用
はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利

用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・

企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型

保育

ファミリー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預かる事

業）

その他

無回答

3.6

14.0

3.1

5.6

47.5

7.3

3.1

0.6

3.1

0.0

0.8

1.4

0.3

9.8

0 20 40 60 80 100
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イ ２番 

 

「認定こども園」の割合が 22.3％と も高く、

次いで「公立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合

が 15.9％、「認可保育所（園）」の割合が 10.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 358 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利
用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・
企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他

無回答

3.9

15.9

3.1

7.0

10.6

22.3

5.9

1.4

3.6

0.6

1.1

2.8

0.3

21.5

0 20 40 60 80 100
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ウ ３番 

 

「私立幼稚園（預かり保育を利用）」の割合が

12.8％と も高く、次いで「認定こども園」の割

合が 10.6％、「公立幼稚園（預かり保育を利用）」

の割合が 10.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 358 ％

公立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

公立幼稚園（預かり保育を利

用）

私立幼稚園（預かり保育の利用

はほとんどなし）

私立幼稚園（預かり保育を利
用）

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な保育施設（６～19人以

下）

家庭的保育（５人以下）

事業所内保育所・院内保育所・
企業主導型保育所

その他の認可外の保育施設

ベビーシッターなど居宅訪問型
保育

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他

無回答

3.6

10.1

2.8

12.8

7.5

10.6

8.9

3.9

5.3

2.2

2.0

3.6

0.3

26.3

0 20 40 60 80 100
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問 34－１ 問 34 の土曜日もしくは日曜・祝日で、「２.ほぼ毎週利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。毎週利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「毎週仕事があるため」の割合が 84.0％と も

高く、次いで「平日に済ませられない用事をまと

めて済ませるため」の割合が 14.0％、「リフレッ

シュのため」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34－２ 問 34 の土曜日もしくは日曜・祝日で、「３.月に１～２回は利用したい」に○

をつけた方にうかがいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

「月に数回仕事があるため」の割合が 57.7％と

も高く、次いで「リフレッシュのため」の割合

が 31.7％、「平日に済ませられない用事をまとめ

て済ませるため」の割合が 31.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 100 ％

毎週仕事があるため

平日に済ませられない用事をま

とめて済ませるため

家族・親族などの看護・介護や

手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他

無回答

84.0

14.0

2.0

13.0

8.0

4.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 293 ％

月に数回仕事があるため

平日に済ませられない用事をま
とめて済ませるため

家族・親族などの看護・介護や

手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他

無回答

57.7

31.1

5.1

31.7

7.2

8.2

0 20 40 60 80 100
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問 35 現在、「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の利用を希望します

か。当てはまる番号１つに○をつけてください。また、希望がある場合は、利用

したい時間帯を、(例)９時～17 時のように 24 時間制でご記入ください。なお、

事業の利用には、一定の利用者負担が発生するものとします。 

「休みの期間中、週に数日利用したい」の割合

が 44.4％と も高く、次いで「利用する必要はな

い」の割合が 33.3％、「休みの期間中、ほぼ毎日

利用したい」の割合が 13.4％となっています。 

 

 

ア 希望利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 71.5％と も高く、次いで

「８時台」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 希望利用終了時刻 

 

「16 時台」の割合が 33.8％と も高く、次い

で「15 時台」の割合が 19.9％、「14 時台」の割合

が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 261 ％

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用

したい

休みの期間中、週に数日利用し

たい

無回答

33.3

13.4

44.4

8.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 151 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

2.0

1.3

18.5

71.5

1.3

0.0

0.0

0.0

5.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 151 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

3.3

2.0

13.9

19.9

33.8

13.2

6.0

0.7

0.7

0.0

6.6

0 20 40 60 80 100
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問 35－１ 問 35 で、「２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

「ほぼ毎日仕事があるため」の割合が 65.7％、

「家族・親族などの看護・介護や手伝いが必要な

ため」の割合が 2.9％となっています。 

 

 

 

 

問 35－２ 問 35 で、「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「買い物等の用事をまとめて済ませるため」の

割合が 45.7％と も高く、次いで「リフレッシュ

のため」の割合が 42.2％、「週に数回仕事がある

ため」の割合が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（７）地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 36 お子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談

をしたり、情報提供を受けたりする場で、「地域子育て支援センター」「子育てひ

ろば」等と呼ばれています）を利用していますか。次の中から、当てはまる番号

すべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に

数字でご記入ください。 

「利用していない」の割合が 69.6％と も高

く、次いで「地域子育て支援拠点事業（「地域子育

て支援センター」「子育てひろば」等のことです。）

の割合が 24.0％となっています。 

 

  

回答者数 = 35 ％

ほぼ毎日仕事があるため

家族・親族などの看護・介護や

手伝いが必要なため

その他

無回答

65.7

2.9

28.6

8.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 116 ％

週に数回仕事があるため

買い物等の用事をまとめて済ま
せるため

家族・親族などの看護・介護や

手伝いが必要なため

リフレッシュのため

その他

無回答

37.9

45.7

4.3

42.2

20.7

5.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

地域子育て支援拠点事業（「地

域子育て支援センター」「子育て

ひろば」等のことです。）

その他類似の事業

利用していない

無回答

24.0

5.4

69.6

4.2

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、０歳では約５割の人が利用していますが、ほとんどの方が就園され

る３歳以降は、利用する方が１割程度となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
（
「
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
子
育
て
ひ

ろ
ば
」
等
の
こ
と

で
す
。
） 

そ
の
他
類
似
の
事
業 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

０歳 240 40.8 8.3 50.0 6.3 

１歳 139 28.8 8.6 63.3 2.9 

２歳 139 25.2 11.5 62.6 7.9 

３歳 143 14.7 － 81.8 3.5 

４歳 157 10.2 0.6 87.9 1.3 

５歳 129 14.0 2.3 83.7 1.6 

全体 963 24.0 5.4 69.6 4.2
 

１．地域子育て支援拠点事業 

ア １週当たり利用回数 

「１回」の割合が21.6％と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その他類似の事業 

ア １週当たり利用回数 

「１回」の割合が32.7％と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

イ １か月当たり利用回数 

「１回」の割合が28.8％と も高くなっています。

イ １か月当たり利用回数 

「１回」の割合が 23.4％と も高く、次いで
「２回」の割合が 11.7％、「３回」の割合が
10.0％となっています。 

回答者数 = 231 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

21.6

6.5

5.2

1.3

2.6

0.4

0.0

62.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 231 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

23.4

11.7

10.0

5.6

2.2

0.9

2.6

43.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

32.7

1.9

1.9

1.9

3.8

0.0

0.0

57.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

28.8

7.7

5.8

1.9

5.8

0.0

5.8

44.2

0 20 40 60 80 100
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問 36－１ 問 36 で「３．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。現在利用

していない理由は何ですか。最も大きな理由１つに○をつけてください。 

「利用する必要がなかった」の割合が 24.9％と

も高く、次いで「特に理由はない」の割合が

19.0％、「開いている時間帯が利用しづらい」の

割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 問 36 のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、でき

れば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはま

る番号１つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に数字でご記

入ください。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいと

は思わない」の割合が 53.2％と も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」の割合が

25.6％となっています。 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳で「利用していないが、今後利用したい」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
）

利
用
し
て
い
な
い
が
、

今
後
利
用
し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い

る
が
、
今
後
利
用
日
数

を
増
や
し
た
い 

新
た
に
利
用
し
た
り
、

利
用
日
数
を
増
や
し

た
い
と
は
思
わ
な
い

無
回
答 

０歳 240 38.3 23.8 25.4 12.5 

１歳 139 25.2 10.1 53.2 11.5 

２歳 139 24.5 9.4 48.9 17.3 

３歳 143 23.8 2.8 61.5 11.9 

４歳 157 17.8 0.6 75.2 6.4 

５歳 129 15.5 1.6 73.6 9.3 

全体 963 25.6 9.6 53.2 11.6  

回答者数 = 670 ％

事業があるのを知らなかった

あるのは知っていたが内容がわ
からなかった

事業の利用方法を知らなかった

利用しにくい場所にある（自宅か

ら遠いなど）

開いている時間帯が利用しづら
い

利用したい事業がない

有料だと思っていた

利用する必要がなかった

その他

特に理由はない

無回答

6.9

6.3

1.8

5.8

12.4

2.5

0.0

24.9

13.4

19.0

7.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

利用していないが、今後利用し

たい

すでに利用しているが、今後利

用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を

増やしたいとは思わない

無回答

25.6

9.6

53.2

11.6

0 20 40 60 80 100
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１．利用していないが、今後利用したい人の利用希望回数 

ア １週当たりの利用希望回数 

「１回」の割合が 21.5％と も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい人の利用希望回数 

ア １週当たりの利用希望回数 

「２回」の割合が 25.0％と も高く、次いで

「１回」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 247 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

21.5

6.1

1.2

0.0

0.4

0.0

0.0

70.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 247 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

34.4

29.6

3.6

3.6

1.6

0.4

2.8

23.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 92 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

20.7

25.0

7.6

2.2

2.2

1.1

0.0

41.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 92 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

2.2

5.4

5.4

7.6

2.2

4.3

9.8

63.0

0 20 40 60 80 100

イ １か月当たりの利用希望回数 

「１回」の割合が 34.4％と も高く、次いで

「２回」の割合が 29.6％となっています。 

イ １か月当たりの利用希望回数 

「７回以上」の割合が 9.8％と も高くなっ

ています。 
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問 38 下記のうち、知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。①～⑫ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについ

て、「はい」「いいえ」のいずれか１つに○をつけてください。なお、事業によっ

ては、お住まいの地域で実施されていないものもあります。 

Ａ 認知度 

『⑫児童館・地域子育て支援センタ－の活動』で「はい」の割合が高くなっています。また、

『⑦認定こども園の園庭開放や子育て講座』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963

①パパママセミナー

②保健センターの情報・相談事業

③子育てに関する学級・講座

④教育相談センター・教育相談室

⑤幼稚園の園庭開放や子育て
　 講座

⑥保育所（園）の園庭開放や
   子育て講座

⑦認定こども園の園庭開放や
   子育て講座

⑧子育ての総合相談窓口
   （はぐはぐ）

⑨子育て応援ガイドブック

⑩保健所の情報・相談事業

⑪児童相談所等の情報・相談事業

⑫児童館・地域子育て支援
　 センターの活動

58.9

64.9

38.3

34.5

56.2

62.7

29.1

52.3

59.9

45.3

35.6

74.8

35.5

29.0

54.9

57.7

37.7

30.9

63.7

40.6

33.5

47.9

57.1

18.9

5.6

6.1

6.7

7.8

6.1

6.3

7.3

7.1

6.5

6.9

7.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｂ 利用状況 

『⑫児童館・地域子育て支援センタ－の活動』で「はい」の割合が高くなっています。また、

『⑪児童相談所等の情報・相談事業』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963

①パパママセミナー

②保健センターの情報・相談事業

③子育てに関する学級・講座

④教育相談センター・教育相談室

⑤幼稚園の園庭開放や子育て
　 講座

⑥保育所（園）の園庭開放や
   子育て講座

⑦認定こども園の園庭開放や
   子育て講座

⑧子育ての総合相談窓口
   （はぐはぐ）

⑨子育て応援ガイドブック

⑩保健所の情報・相談事業

⑪児童相談所等の情報・相談事業

⑫児童館・地域子育て支援
　 センターの活動

20.6

22.5

10.6

3.0

22.3

25.1

5.9

6.2

24.6

11.3

2.9

48.2

65.8

63.2

73.1

79.5

63.2

61.4

77.8

77.7

60.4

72.1

80.4

39.5

13.6

14.2

16.3

17.4

14.4

13.5

16.3

16.1

15.0

16.6

16.7

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｃ 利用希望 

『⑫児童館・地域子育て支援センタ－の活動』で「はい」の割合が高くなっています。また、

『①パパママセミナー』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963

①パパママセミナー

②保健センターの情報・相談事業

③子育てに関する学級・講座

④教育相談センター・教育相談室

⑤幼稚園の園庭開放や子育て
　 講座

⑥保育所（園）の園庭開放や
   子育て講座

⑦認定こども園の園庭開放や
   子育て講座

⑧子育ての総合相談窓口
   （はぐはぐ）

⑨子育て応援ガイドブック

⑩保健所の情報・相談事業

⑪児童相談所等の情報・相談事業

⑫児童館・地域子育て支援
　 センターの活動

21.3

36.9

32.3

33.5

39.4

37.6

33.0

30.3

42.1

32.7

23.8

55.9

61.8

46.0

49.7

48.6

43.2

45.2

48.9

52.3

40.6

49.5

58.9

28.1

16.9

17.1

18.0

17.9

17.4

17.2

18.1

17.3

17.3

17.8

17.3

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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（８）病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

平日に幼稚園、保育所（園）などに通っていると答えた保護者の方（問 31 で「１．利用

している」に○をつけた方）にうかがいます。 

問 39 この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園、保育所（園）などを休んだこと

はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「あった」の割合が 89.6％、「なかった」の割

合が 7.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 39－１ お子さんが病気やケガで幼稚園、保育所（園）などを休んだ場合に、この１

年間に行った対応として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれのおお

よその日数も（ ）内に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１

日とカウントしてください）。 

（１）１年間の対処方法 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 55.8％と も

高く、次いで「父親又は母親のうち就労していな

い方が子どもをみた」の割合が 40.3％、「（同居者

を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」の

割合が 27.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「父親が仕事を

休んだ」「母親が仕事を休んだ」の割合が増加し

ています。一方、「父親又は母親のうち就労して

いない方が子どもをみた」の割合が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ファミリー・サポート・センターを利用した」は平成 20 年度調査ではありませんでした。  

％

父親又は母親のうち就労してい
ない方が子どもをみた

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子
どもをみてもらった

病児・病後児保育事業を利用し

た

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを
利用した（地域住民が子どもを

預かる事業）

その他

無回答

40.3 

21.0 

55.8 

27.2 

8.5 

0.0 

0.4 

2.1 

1.8 

51.2 

14.8 

44.7 

29.1 

4.6 

0.2 

0.2 

1.1 

2.0 

32.3 

24.1 

55.4 

38.1 

1.4 

0.7 

‐

3.4 

1.7 

0 20 40 60 80 100

％

あった

なかった

無回答

89.6 

7.3 

3.0 

87.4 

9.6 

3.1 

57.6 

27.1 

15.3 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 628)
平成25年度調査

(回答者数 = 617)
平成20年度調査

(回答者数 = 510)

平成30年度調査

(回答者数 = 563)
平成25年度調査

(回答者数 = 539)
平成20年度調査

(回答者数 = 294)
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（２）対処方法別日数 

１年間の対処方法別日数について、『イ 父親が仕事を休んだ』で「２日～３日」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日
～
３
日 

４
日
～
５
日 

６
日
～
９
日 

10
日
～
19
日 

20
日
以
上 

無
回
答 

ア 父親又は母親のうち就労して
いない方が子どもをみた 

227 6.6 22.5 16.3 15.4 21.6 7.9 9.7 

イ 父親が仕事を休んだ 118 26.3 45.8 14.4 1.7 4.2 0.8 6.8 

ウ 母親が仕事を休んだ 314 7.6 29.3 16.9 8.0 18.8 12.1 7.3 

エ （同居者を含む）親族・知人に
子どもをみてもらった 

153 13.7 28.1 15.0 11.8 20.9 5.9 4.6 

オ 病児・病後児保育事業を利用
した 

48 12.5 27.1 14.6 2.1 20.8 12.5 10.4 

カ ベビーシッターを利用した - - - - - - - -

キ ファミリー・サポート・センター
を利用した 

2 - 100.0 - - - - -

ク その他 12 8.3 33.3 16.7 - 25.0 - 16.7 

 

 

問 39－２ 問 39－１で「イ」または「ウ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、できれば病児・病後児保育事業を利用したいと思いましたか。当て

はまる番号１つに○をつけ、日数についても（ ）内に数字でご記入くださ

い。なお、病児・病後児保育事業の利用には、一定の利用料がかかり、利用

前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

「できれば病児・病後児保育事業を利用したい」

の割合が 40.7％、「利用したいとは思わない」の

割合が 58.4％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 327 ％

できれば病児・病後児保育事業

を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

40.7

58.4

0.9

0 20 40 60 80 100
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、いずれも「利用したいとは思わない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
れ
ば
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
を
利
用

し
た
い 

利
用
し
た
い
と
は
思

わ
な
い 

無
回
答 

フルタイム 152 45.4 53.9 0.7 

パート・アルバイト等 160 38.8 60.0 1.3 

就労していない 11 － 100.0 －

 

 

病児・病後児保育事業の利用希望日数 

 

「２日～３日」の割合が 27.1％と も高く、次

いで「４日～５日」の割合が 11.3％、「10 日～19

日」の割合が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39－３ 問 39－２で「１.できれば病児・病後児保育事業を利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。 

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思いま

すか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「病院に併設したもの」、「幼稚園、保育所（園）

などに併設したもの」の割合が75.9％と も高く

なっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 133 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

7.5

27.1

11.3

4.5

10.5

6.0

33.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 133 ％

病院に併設したもの

幼稚園、保育所（園）などに併

設したもの

地域住民等が保育するもの

（例：ファミリー・サポート・セン
ター等）

その他

無回答

75.9

75.9

3.8

2.3

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 39－４ 問 39－２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいま

す。そう思う理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「親が仕事を休むことができるから」の割合が

51.8％と も高く、次いで「病児・病後児を他人

にみてもらうのは不安」の割合が 38.2％、「親が

仕事を休んで子どもをみるのが当然だと思うか

ら」の割合が 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39－５ 問 39－１で「エ」から｢ク｣のいずれかに○をつけた、就労している方にうか

がいます。 

その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んでお子さんをみたいと思いました

か。「エ」から「ク」の日数のうち仕事を休んでお子さんをみたかったおおよ

その日数について数字でご記入ください。 

「２日～３日」の割合が 20.9％と も高く、次

いで「10 日～19 日」の割合が 15.7％、「４日～５

日」の割合が 12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 191 ％

親が仕事を休んで子どもをみる
のが当然だと思うから

親が仕事を休むことができるか

ら

病児・病後児を他人にみてもら
うのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可
能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

対象者になるのかどうかわから

ない

利用方法（手続き等）がわから
ない

その他

無回答

30.4

51.8

38.2

8.4

14.1

29.8

9.9

7.9

19.9

14.1

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 191 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

8.4

20.9

12.6

4.2

15.7

4.2

34.0

0 20 40 60 80 100
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問 39－６ 問 39－１で「エ」から｢ク｣のいずれかに○をつけた、就労している方にうか

がいます。 

休んでお子さんをみることができなかった理由について、当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「仕事が忙しくて休めない」の割合が 59.7％と

も高く、次いで「休暇日数が足りないので休め

ない」の割合が 18.3％、「その他」の割合が 15.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）不定期の教育・保育利用や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 40 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就

労など）で不定期に利用している事業はありますか。当てはまる番号すべてに○

をつけ、１年間のおおよその利用日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

「利用していない」の割合が 74.8％と も高

く、次いで「幼稚園の預かり保育」の割合が14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 191 ％

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に仕事を休
めない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め

ない

その他

無回答

59.7

13.6

4.2

18.3

15.7

14.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

宿泊保育（こどもショートステ

イ）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

9.3

14.0

1.6

0.1

0.0

0.3

74.8

6.1

0 20 40 60 80 100
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利用している事業別日数（年間） 

利用している事業別日数（年間）について、『１．一時預かり』で「１日」の割合が、『３．フ

ァミリー・サポート・センター』で「２日～３日」の割合が、『２．幼稚園の預かり保育』で「20

日以上」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日
～
３
日 

４
日
～
５
日 

６
日
～
９
日 

10
日
～
19
日 

20
日
以
上 

無
回
答 

１．一時預かり 90 37.8 8.9 10.0 5.6 11.1 16.7 10.0 

２．幼稚園の預かり保育 135 6.7 12.6 13.3 6.7 17.8 37.0 5.9 

３．ファミリー・サポート・
センター 

15 6.7 26.7 6.7 13.3 13.3 20.0 13.3 

４．宿泊保育（こどもショ
ートステイ） 

1 - - - - - - 100.0 

５．ベビーシッター - - - - - - - -

６．その他 3 33.3 - - - - - 66.7 

 

 

問 40－１ 問 40 で「７．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。現在利用

していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「特に利用する必要がない」の割合が 74.0％と

も高く、次いで「利用方法（手続き等）がわか

らない」の割合が 17.4％、「利用料がかかる・高

い」の割合が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 720 ％

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可
能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

対象者になるのかどうかわから
ない

利用方法（手続き等）がわから

ない

その他

無回答

74.0

3.1

6.4

6.8

10.3

7.5

8.5

17.4

4.3

6.5

0 20 40 60 80 100
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問 41 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就

労など）で、年間何日くらい不定期に事業を利用する必要があると思いますか。

利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、おおよその必

要な日数をご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を

（ ）内に数字でご記入ください）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料

が発生するものとします。 

「利用したい」の割合が 43.0％、「利用する必

要はない」の割合が 48.0％となっています。 

 

 

 

 

 

１．利用したい理由 

 

「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親

の習い事等）、リフレッシュ目的」の割合が 72.9％

と も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ど

も（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等」の割合が

66.2％、「不定期の就労」の割合が 30.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

２．利用希望日数 

ア 合計日数 

 

「20 日以上」の割合が 31.6％と も高く、次

いで「10 日～19 日」の割合が 25.4％、「４日～５

日」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

利用したい

利用する必要はない

無回答

43.0

48.0

9.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 414 ％

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を
含む）や親の習い事等）、リフ

レッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院

等

不定期の就労

その他

無回答

72.9

66.2

30.0

5.8

3.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 414 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

0.2

7.5

10.6

5.1

25.4

31.6

19.6

0 20 40 60 80 100
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イ 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 

 

「10 日～19 日」の割合が 32.1％と も高く、

次いで「20 日以上」の割合が 19.9％、「２日～３

日」の割合が 16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等 

 

「10 日～19 日」の割合が 29.2％と も高く、

次いで「２日～３日」の割合が 24.5％、「４日～

５日」の割合が 21.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 不定期の就労 

 

「20 日以上」の割合が 41.1％と も高く、次

いで「10 日～19 日」の割合が 16.1％、「２日～３

日」の割合が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 302 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

5.6

16.6

14.6

7.9

32.1

19.9

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 274 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

7.3

24.5

21.9

9.5

29.2

4.7

2.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 124 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

4.0

12.1

11.3

4.8

16.1

41.1

10.5

0 20 40 60 80 100
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オ その他 

 

「10 日～19 日」の割合が 25.0％と も高く、

次いで「２日～３日」、「６日～９日」の割合が

16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41－１ 問 41 で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 41 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思い

ますか。希望する順番に１から３番まで順位をつけて下の記入欄にご記入く

ださい。 

ア １番 

 

「幼稚園の預かり保育」の割合が 43.2％と も

高く、次いで「一時預かり」の割合が 43.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 24 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

8.3

16.7

8.3

16.7

25.0

12.5

12.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 414 ％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライトス

テイ）（平日の夜間又は休日で

保護者が不在のときに子どもを

預かる事業）

宿泊保育（こどもショートステ

イ）

ベビーシッター

その他

無回答

43.0

43.2

2.9

1.7

1.2

0.7

0.5

6.8

0 20 40 60 80 100
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イ ２番 

 

「一時預かり」の割合が 35.3％と も高く、次

いで「幼稚園の預かり保育」の割合が 25.1％、「フ

ァミリー・サポート・センター」の割合が 14.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ３番 

 

「ファミリー・サポート・センター」の割合が

37.0％と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 414 ％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライトス

テイ）（平日の夜間又は休日で

保護者が不在のときに子どもを

預かる事業）

宿泊保育（こどもショートステ

イ）

ベビーシッター

その他

無回答

35.3

25.1

14.3

2.2

2.4

3.6

0.7

16.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 414 ％

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業（トワイライトス

テイ）（平日の夜間又は休日で

保護者が不在のときに子どもを

預かる事業）

宿泊保育（こどもショートステ

イ）

ベビーシッター

その他

無回答

6.0

5.1

37.0

6.5

5.3

8.2

1.9

30.0

0 20 40 60 80 100
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問 42 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労な

ど）により、お子さんを泊りがけで保護者以外にみてもらわなければならないこ

とはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、

この１年間の対応として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も

（ ）内に数字でご記入ください。 

「あった」の割合が 18.1％、「なかった」の割

合が 74.8％となっています。 

 

 

 

 

（１）１年間の対処方法 

 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」

の割合が 92.5％と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対処方法別日数 

１年間の対処方法別日数について、『ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった』で「２

泊～３泊」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
泊 

２
泊
～
３
泊 

４
泊
～
５
泊 

６
泊
～
９
泊 

10
泊
～
19
泊 

20
泊
以
上 

無
回
答 

ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもら
った 

161 19.3 28.0 15.5 7.5 11.2 7.5 11.2 

イ. 宿泊保育（こどもショートステイ）を利用
した 

3 - - - - - - 100.0 

ウ. イ以外の保育事業（認可外保育施設、
ベビーシッター等）を利用した 

1 - - - - - - 100.0 

エ. 預け先が見つからず子どもを同行させ
た 

11 18.2 54.5 9.1 - - - 18.2 

オ. その他 1 - - - - - - 100.0 

  

回答者数 = 963 ％

あった

なかった

無回答

18.1

74.8

7.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 174 ％

（同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった

宿泊保育（こどもショートステ

イ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外保育

施設、ベビーシッター等）を利用
した

預け先が見つからず子どもを同

行させた

その他

無回答

92.5

1.7

0.6

6.3

0.6

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 42－１ 問 42 で「１．あった ア.(同居者を含む) 親族・知人にみてもらった」に

○をつけた方にうかがいます。その際、頼みやすかったですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

「頼みやすかった」の割合が 55.9％と も高

く、次いで「どちらかというと頼みにくかった」

の割合が 32.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（10）小学校就学後の放課後の過ごし方について（宛名のお子さんが５歳以

上である方） 

問 43 お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学

校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番

号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。

また、「留守家庭児童会」の場合には、利用を希望する時間も（ ）内に数字でご

記入ください。時間は必ず（例）17 時 のように 24 時間制でご記入ください。 

「自宅」の割合が 56.6％と も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾

など）」の割合が 53.5％、「留守家庭児童会」の割

合が 40.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「留守家庭児童

会」の割合が増加しています。一方、「自宅」「祖

父母宅や友人・知人宅」「習い事（ピアノ教室、サ

ッカークラブ、学習塾など）」「放課後子ども教室」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館

留守家庭児童会

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

56.6

14.7

53.5

6.2

40.3

12.4

0.8

13.2

5.4

64.2

20.9

61.5

8.1

26.4

25.0

0.7

24.3

5.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 161 ％

大変頼みにくかった

どちらかというと頼みにくかった

頼みやすかった

無回答

8.1

32.9

55.9

3.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 129)
平成25年度調査

(回答者数 = 148)
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放課後に過ごさせたい場所別１週当たり希望利用日数 

『２．祖父母宅や友人・知人宅』で「１日」の割合が、『３．習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）』で「２日」の割合が、『５．留守家庭児童会』で「５日」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

無
回
答 

１．自宅 73 19.2 15.1 20.5 12.3 27.4 5.5 

２．祖父母宅や友人・知人宅 19 68.4 31.6 - - - -

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラ
ブ、学習塾など） 

69 37.7 42.0 15.9 1.4 1.4 1.4 

４．児童館 8 25.0 12.5 25.0 25.0 12.5 -

５．留守家庭児童会 52 - - 13.5 17.3 67.3 1.9 

６．放課後子ども教室 16 43.8 12.5 12.5 12.5 18.8 -

７．ファミリー・サポート・センター 1 - - - 100.0 - -

８．その他 17 29.4 41.2 17.6 5.9 5.9 -

 

 

「５．留守家庭児童会」の希望利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 42.3％と も高く、次い

で「17 時台」の割合が 30.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 52 ％

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

0.0

7.7

30.8

42.3

9.6

3.8

5.8

0 20 40 60 80 100
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問 44 お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小

学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる

番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入くださ

い。また、「留守家庭児童会」の場合には利用を希望する時間も（ ）内に数字で

ご記入ください。時間は、必ず（例）17 時 のように 24 時間制でご記入くださ

い。 

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」の割合が 70.5％と も高く、次いで「自

宅」の割合が 67.4％、「留守家庭児童会」の割合

が 23.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「留守家庭児童

会」の割合が増加しています。一方、「習い事（ピ

アノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」「放課

後子ども教室」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

放課後に過ごさせたい場所別１週当たり希望利用日数 

『２．祖父母宅や友人・知人宅』で「１日」の割合が、『１．自宅』『３．習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など）』で「２日」の割合が、『５．留守家庭児童会』で「５日」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

無
回
答 

１．自宅 87 19.5 28.7 14.9 4.6 25.3 6.9 

２．祖父母宅や友人・知人宅 24 54.2 29.2 12.5 - 4.2 -

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラ
ブ、学習塾など） 

91 12.1 49.5 28.6 5.5 2.2 2.2 

４．児童館 7 85.7 - - - 14.3 -

５．留守家庭児童会 30 - 6.7 20.0 23.3 43.3 6.7 

６．放課後子ども教室 14 42.9 21.4 - 14.3 14.3 7.1 

７．ファミリー・サポート・センター 1 - - - 100.0 - -

８．その他 18 38.9 22.2 27.8 5.6 5.6 -

 

  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館

留守家庭児童会

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

67.4

18.6

70.5

5.4

23.3

10.9

0.8

14.0

5.4

71.6

23.6

76.4

6.8

15.5

22.3

0.0

21.6

6.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 129)
平成25年度調査

(回答者数 = 148)
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「５．留守家庭児童会」の希望利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 43.3％と も高く、次い

で「19 時台」の割合が 16.7％、「17 時台」の割合

が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 45 問 43 または問 44 で「５．留守家庭児童会」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、留守家庭児童会を利用する必要が

ありますか。（１）（２）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。また利用が必要な時間帯を、（ ）内に（例）９時～17 時 のように 24

時間制でご記入ください。 

なお、事業の利用には、一定の利用料が発生するものとします。 

（１）土曜日 

 

「必要はない」の割合が 51.9％と も高く、次

いで「低学年（１～３年生）の間は必要」の割合

が 20.4％、「高学年（４～６年生）になっても必

要」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

ア 必要な時間帯 開始時刻 

 

「８時台」の割合が 52.4％と も高く、次いで

「７時台」、「９時台」の割合が 23.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 30 ％

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

0.0

3.3

13.3

43.3

16.7

3.3

20.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 54 ％

低学年（１～３年生）の間は必要

高学年（４～６年生）になっても

必要

必要はない

無回答

20.4

18.5

51.9

9.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 21 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0

23.8

52.4

23.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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イ 必要な時間帯 終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 38.1％と も高く、次い

で「19 時台」の割合が 23.8％、「17 時台」の割合

が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日曜・祝日 

 

「必要はない」の割合が 74.1％と も高く、次

いで「低学年（１～３年生）の間は必要」の割合

が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

ア 必要な時間帯 開始時刻 

 

「９時台」の割合が 40.0％と も高く、次いで

「７時台」、「８時台」の割合が 30.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 21 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

4.8

0.0

0.0

9.5

0.0

19.0

38.1

23.8

4.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 54 ％

低学年（１～３年生）の間は必要

高学年（４～６年生）になっても

必要

必要はない

無回答

11.1

7.4

74.1

7.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 10 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0

30.0

30.0

40.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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イ 必要な時間帯 終了時刻 

 

「17 時台」、「19 時台」の割合が 30.0％と も

高く、次いで「18 時台」の割合が 20.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に留守家

庭児童会を利用する必要がありますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。また利用したい時間帯を、（ ）内に（例）９時～17 時 のように 24 時間制

でご記入ください。なお、事業の利用には、一定の利用料が発生するものとしま

す。 

「必要はない」の割合が 32.6％と も高く、次

いで「高学年（４～６年生）になっても必要」の

割合が 20.2％、「低学年（１～３年生）の間は必

要」の割合が 19.4％となっています。 

 

 

ア 必要な時間帯 開始時刻 

 

「８時台」の割合が 51.0％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 29.4％、「７時台」の割合が

17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 10 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

30.0

20.0

30.0

10.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 129 ％

低学年（１～３年生）の間は必要

高学年（４～６年生）になっても

必要

必要はない

無回答

19.4

20.2

32.6

27.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 51 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0

17.6

51.0

29.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

0 20 40 60 80 100



86 

イ 必要な時間帯 終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 43.1％と も高く、次い

で「17 時台」の割合が 19.6％、「19 時台」の割合

が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問 47 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得し

ましたか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。また、取得していない方はその理由の該当する番号を（ ）内に数字をご

記入ください。 

ア 母親 

 

「働いていなかった」の割合が44.7％と も高

く、次いで「取得した（取得中である）」の割合が

42.7％、「取得していない」の割合が 10.6％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「取得した（取

得中である）」の割合が増加しています。一方、

「働いていなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

44.7

42.7

10.6

2.1

59.5

26.1

12.0

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 51 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

5.9

0.0

2.0

2.0

7.8

19.6

43.1

15.7

2.0

0.0

2.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
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（ア）取得していない理由 

 

「子育てや家事に専念するため退職した」の割

合が 44.1％と も高く、次いで「職場に育児休業

の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

の割合が 20.6％、「配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった」の割合が 11.8％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「収入減となり、

経済的に苦しくなる」の割合が増加しています。

一方、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があ

った」「有期雇用のため育児休業の取得要件を満

たさなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要

がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰

囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰した

かった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ

た

収入減となり、経済的に苦しくな

る

保育所（園）などに預けることが

できた

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取

得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知

らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、

産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

0.0

11.8

6.9

8.8

3.9

9.8

0.0

8.8

3.9

44.1

20.6

6.9

1.0

3.9

9.8

14.7

0.0

9.8

15.4

8.1

4.9

13.8

0.0

0.8

5.7

43.1

21.1

13.8

2.4

5.7

9.8

5.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 102)

平成25年度調査

(回答者数 = 123)
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イ 父親 

 

「取得していない」の割合が 89.2％と も高く

なっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

（ア）取得していない理由 

 

「配偶者が子育てに専念している、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要が

なかった」の割合が 50.9％と も高く、次いで

「配偶者が育児休業制度を利用した」の割合が

37.7％、「仕事が忙しかった」の割合が 31.0％と

なっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「配偶者が育児

休業制度を利用した」の割合が増加しています。

一方、「配偶者が子育てに専念している、祖父母

等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必

要がなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要

がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰

囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰した

かった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ

た

収入減となり、経済的に苦しくな

る

保育所（園）などに預けることが

できた

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取

得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知

らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、

産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

37.7

50.9

27.7

31.0

0.0

5.5

6.8

26.4

1.0

0.3

7.0

0.1

1.2

0.0

3.4

7.2

21.4

63.7

26.9

33.8

0.2

6.0

7.5

21.8

1.3

0.1

10.0

0.0

1.0

0.0

2.6

3.1

0 20 40 60 80 100

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

0.7

3.8

89.2

6.2

0.8

2.1

88.9

8.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)

平成30年度調査

(回答者数 = 859)

平成25年度調査

(回答者数 = 910)
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問 47－１ 問 47 で「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

ア 母親 

 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

59.4％と も高く、次いで「現在も育児休業中で

ある」の割合が 31.4％となっています。 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

97.3％と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

問 47－２ 問 47－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうか

がいます。育児休業から職場への復帰は、年度初めの４月の保育所（園）等

の入所にタイミングを合わせましたか。あるいはそれ以外でしたか。どちら

かに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「タイミングを合わせた」の割合が 74.6％、「そ

れ以外だった」の割合が 24.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「タイミングを

合わせた」の割合が増加しています。一方、「それ

以外だった」の割合が減少しています。 

 

 

イ 父親 

有効回答がありませんでした。 

  

％

タイミングを合わせた

それ以外だった

無回答

74.6

24.6

0.8

64.4

32.8

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 37 ％

育児休業取得後、職場に復帰し

た

現在も育児休業中である

育児休業中に退職した

無回答

97.3

2.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 411 ％

育児休業取得後、職場に復帰し

た

現在も育児休業中である

育児休業中に退職した

無回答

59.4

31.4

8.3

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 244)
平成25年度調査

(回答者数 = 177)
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問 47－３ 問 47－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうか

がいます。育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復

帰しましたか。また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月の

ときまで取りたかったですか。（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）実際の職場復帰 

 

「７か月～１歳」の割合が 38.9％と も高く、

次いで「１歳１か月～１歳６か月」の割合が

36.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望 

 

「７か月～１歳」の割合が 32.0％と も高く、

次いで「１歳１か月～１歳６か月」の割合が

24.6％、「２歳１か月以上」の割合が 16.4％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１歳１か月～

１歳６か月」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

  

％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月以上

無回答

5.3

32.0

24.6

14.3

16.4

7.4

2.3

36.7

16.4

13.6

17.5

13.6

0 20 40 60 80 100

％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月以上

無回答

8.6

38.9

36.9

9.4

4.9

1.2

7.3

39.0

35.6

10.7

5.6

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 244)
平成25年度調査

(回答者数 = 177)

平成30年度調査

(回答者数 = 244)
平成25年度調査

(回答者数 = 177)
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イ 父親 

（ア）実際の職場復帰 

 

「１か月～６か月」の割合が 55.6％と も高く

なっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１か月～６か

月」「１歳１か月～１歳６か月」の割合が増加し

ています。一方、「７か月～１歳」「１歳７か月～

２歳」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

（イ）希望 

 

「１か月～６か月」の割合が 36.1％と も高

く、次いで「７か月～１歳」の割合が 16.7％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１か月～６か

月」「１歳７か月～２歳」の割合が増加していま

す。一方、「２歳１か月以上」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

  

％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月以上

無回答

36.1

16.7

5.6

5.6

0.0

36.1

29.4

17.6

5.9

0.0

11.8

35.3

0 20 40 60 80 100

％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月以上

無回答

55.6

2.8

5.6

0.0

2.8

33.3

47.1

11.8

0.0

5.9

0.0

35.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 36)
平成25年度調査

(回答者数 = 17)

平成30年度調査

(回答者数 = 36)
平成25年度調査

(回答者数 = 17)
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問 47－４ 問 47－３で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

（１）「希望」より早く復帰した方 

ア 母親 

 

「希望する保育所（園）等に入るため」の割合

が 58.1％と も高く、次いで「人事異動や業務の

節目の時期に合わせるため」の割合が 31.8％、

「経済的な理由で早く復帰する必要があったた

め」の割合が 21.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「経済的な理由で早く復帰する必要があった

ため」の割合が 40.0％と も高く、次いで「人事

異動や業務の節目の時期に合わせるため」の割合

が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 148 ％

希望する保育所（園）等に入る
ため

配偶者や家族の希望があった
ため

経済的な理由で早く復帰する必
要があったため

人事異動や業務の節目の時期
に合わせるため

その他

無回答

58.1

3.4

21.6

31.8

14.2

5.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 15 ％

希望する保育所（園）等に入る
ため

配偶者や家族の希望があった
ため

経済的な理由で早く復帰する必
要があったため

人事異動や業務の節目の時期
に合わせるため

その他

無回答

0.0

0.0

40.0

20.0

33.3

13.3

0 20 40 60 80 100
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（２）「希望」より遅く復帰した方 

ア 母親 

 

「希望する保育所（園）等に入れなかったため」

の割合が 82.1％と も高く、次いで「子どもをみ

てくれる人がいなかったため」の割合が 20.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

有効回答がありませんでした。 

 

 

問 47－５ 問 47－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうか

がいます。お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があっ

た場合、「希望」としてはお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったです

か。（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

 

「３歳」の割合が 39.8％と も高く、次いで

「１歳７か月～２歳」の割合が 18.0％、「７か月

～１歳」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 39 ％

子どもの成長を重視したため

希望する保育所（園）等に入れ
なかったため

自分や子どもなどの体調が思
わしくなかったため

配偶者や家族の希望があった
ため

職場の受け入れ態勢が整って
いなかったため

子どもをみてくれる人がいな
かったため

その他

無回答

7.7

82.1

2.6

2.6

0.0

20.5

2.6

15.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 244 ％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月～２歳６か月

２歳７か月～２歳11か月

３歳

無回答

2.5

15.2

13.1

18.0

3.3

2.5

39.8

5.7

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

 

「１か月～６か月」の割合が 27.8％と も高

く、次いで「７か月～１歳」の割合が 19.4％、「３

歳」の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 47－６ 問 47－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうか

がいます。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「利用した」の割合が 52.9％と も高く、次い

で「利用する必要がなかった（フルタイムで働き

たかった、もともと短時間勤務だった）」の割合

が 23.4％、「利用できなかった」の割合が 21.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 36 ％

１か月～６か月

７か月～１歳

１歳１か月～１歳６か月

１歳７か月～２歳

２歳１か月～２歳６か月

２歳７か月～２歳11か月

３歳

無回答

27.8

19.4

5.6

5.6

0.0

0.0

11.1

30.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 244 ％

利用する必要がなかった（フル

タイムで働きたかった、もともと

短時間勤務だった）

利用した

利用できなかった

無回答

23.4

52.9

21.7

2.0

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

 

「利用する必要がなかった（フルタイムで働き

たかった、もともと短時間勤務だった）」の割合

が 38.9％と も高く、次いで「利用できなかった」

の割合が 36.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 47－７ 問 47－６で「３．利用できなかった」に○をつけた方にうかがいます。 

短時間勤務制度を利用できなかった理由は何ですか。当てはまる番号３つま

で○をつけてください。 

ア 母親 

 

「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気

があった」の割合が 47.2％と も高く、次いで

「仕事が忙しかった」の割合が 30.2％、「短時間

勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくな

る」の割合が 26.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があった」「短時間

勤務にすると保育所（園）等の入所申請の優先順

位が下がる」の割合が増加しています。一方、「職

場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定め

がなかった）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

配偶者が育児休業制度や短時

間勤務制度を利用した

配偶者が子育てに専念してい

る、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要
がなかった

職場に短時間勤務制度を取り
にくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減

額され、経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所
（園）等の入所申請の優先順位

が下がる

職場に短時間勤務制度がな

かった（就業規則に定めがな

かった）

短時間勤務制度を利用できるこ

とを知らなかった

その他

無回答

0.0

3.8

47.2

30.2

26.4

15.1

24.5

9.4

3.8

1.9

0.0

2.0

42.0

30.0

30.0

6.0

36.0

14.0

4.0

8.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 36 ％

利用する必要がなかった（フル

タイムで働きたかった、もともと

短時間勤務だった）

利用した

利用できなかった

無回答

38.9

5.6

36.1

19.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 53)

平成25年度調査

(回答者数 = 50)



96 

イ 父親 

 

「仕事が忙しかった」の割合が38.5％と も高

く、次いで「短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる」、「職場に短時間勤務制度が

なかった（就業規則に定めがなかった）」の割合

が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 47－８ 問 47-７で「３. 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」に○

をつけた方にうかがいます。 

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気と感じた理由は何ですか。当ては

まる番号３つまで○をつけてください。 

ア 母親 

 

「業務が他の人の負担となるから」の割合が

72.0％と も高く、次いで「取得している人がい

ないから」の割合が 48.0％、「職場の人の理解が

得られないから」、「上司に理解が得られないから」

の割合が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 13 ％

配偶者が育児休業制度や短時
間勤務制度を利用した

配偶者が子育てに専念してい
る、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要

がなかった

職場に短時間勤務制度を取り

にくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減

額され、経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育所

（園）等の入所申請の優先順位
が下がる

職場に短時間勤務制度がな
かった（就業規則に定めがな

かった）

短時間勤務制度を利用できるこ

とを知らなかった

その他

無回答

7.7

15.4

15.4

38.5

23.1

0.0

23.1

0.0

7.7

7.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 25 ％

取得している人がいないから

業務が他の人の負担となるから

職場の人の理解が得られない

から

上司に理解が得られないから

その他

無回答

48.0

72.0

24.0

24.0

4.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

「業務が他の人の負担となるから」が 2 件となっています。「取得している人がいないから」

が 1件となっています。 

 

 

問 47－９ 問 47－１で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいま

す。 

宛名のお子さんが１歳になったときに必ず預けられる保育所（園）等があれ

ば、１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があ

っても１歳になる前に復帰しますか。当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

ア 母親 

 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」の割

合が 90.7％、「１歳になる前に復帰したい」の割

合が 6.2％となっています。 

 

 

 

 

イ 父親 

有効回答がありませんでした。 

 

 

問 47－10 問 47－１で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいま

す。 

子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満

３歳になるまでの育児休業等期間について健康保険及び厚生年金保険の保険

料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知って

いた」の割合が 53.8％と も高く、次いで「育児

休業給付のみ知っていた」の割合が 36.9％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「育児休業給付

のみ知っていた」の割合が増加しています。一方、

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知ってい

た」の割合が減少しています。 

  

％

育児休業給付、保険料免除の

いずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知らなかった

無回答

53.8

36.9

0.8

6.2

2.3

65.7

22.4

0.0

9.0

3.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 129 ％

１歳になるまで育児休業を取得
したい

１歳になる前に復帰したい

無回答

90.7

6.2

3.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 130)
平成25年度調査

(回答者数 = 67)
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問 47－11 仕事と子育ての両立に関して、大変だと感じていることがあれば、当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

「子どもと接する時間が少ない」の割合が

45.0％と も高く、次いで「自分や子どもが病気・

ケガをした時に世話をする人がいない」の割合が

44.2％、「急な残業が入ってしまう」の割合が

34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 47－12 子育てと介護を同時に行なっている（いた）ことがありましたか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「同時に行なっている（いた）」の割合が 4.4％、

「同時に行なっていない」の割合が 74.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「同時に行なっている（いた）」の割合が 1.6％、

「同時に行なっていない」の割合が 71.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

急な残業が入ってしまう

自分や子どもが病気・ケガをし

た時に世話をする人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもを預けられる保育所（園）
などがみつからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

無回答

34.2

44.2

3.9

12.4

14.2

45.0

9.2

6.9

21.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

同時に行なっている（いた）

同時に行なっていない

無回答

4.4

74.7

21.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

同時に行なっている（いた）

同時に行なっていない

無回答

1.6

71.5

26.9

0 20 40 60 80 100
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問 47－13 問 47－12 で「１．同時に行なっている（いた）」に○をつけた方にうかがい

ます。 

仕事についてはどうしましたか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

ア 母親 

 

「仕事は継続した」の割合が 28.6％と も高

く、次いで「勤務形態を変更した」、「仕事を辞め

た」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「仕事は継続した」の割合が 80.0％と も高

く、次いで「勤務形態を変更した」の割合が13.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 42 ％

仕事は継続した

仕事を休職した

勤務形態を変更した

仕事を辞めた

無回答

28.6

9.5

16.7

16.7

28.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 15 ％

仕事は継続した

仕事を休職した

勤務形態を変更した

仕事を辞めた

無回答

80.0

0.0

13.3

6.7

0.0

0 20 40 60 80 100
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問 47－14 問 47－12 で「１．同時に行なっている（いた）」に○をつけた方にうかがい

ます。 

大変だと感じている（いた）事があれば、当てはまる番号３つまで○をつけ

てください。 

ア 母親 

 

「精神的、体力的に苦しい」の割合が 69.0％と

も高く、次いで「子ども、親（義親）の世話を

十分にできない」の割合が 38.1％、「介護費用が

家計を圧迫している」の割合が14.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「精神的、体力的に苦しい」の割合が 60.0％と

も高く、次いで「子ども、親（義親）の世話を

十分にできない」の割合が 46.7％、「介護費用が

家計を圧迫している」の割合が20.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 42 ％

精神的、体力的に苦しい

介護費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分

にできない

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が

得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

69.0

14.3

38.1

2.4

2.4

11.9

4.8

26.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 15 ％

精神的、体力的に苦しい

介護費用が家計を圧迫している

子ども、親（義親）の世話を十分

にできない

職場の理解が得られない

配偶者、兄弟、親戚等の理解が

得られない

誰に相談したらよいかわからな
い

その他

無回答

60.0

20.0

46.7

0.0

6.7

13.3

6.7

13.3

0 20 40 60 80 100
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問 48 生活の中での、「仕事」、「家庭生活（家事や育児など）」、「個人の生活（趣味の活

動や旅行など）」、「地域活動（ボランティアやサークル活動など）」の優先度につ

いておたずねします。①あなたの現実（現状）として優先しているものと、②あ

なたが優先したいもの（希望）をそれぞれお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

①現実（現状）として優先しているもの 

 

「家庭生活」の割合が 72.2％と も高く、次い

で「仕事」の割合が 17.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②優先したいもの（希望） 

 

「家庭生活」の割合が 76.3％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

仕事

家庭生活

個人の生活

地域活動

その他

わからない

無回答

17.7

72.2

0.6

0.0

0.4

0.5

8.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

仕事

家庭生活

個人の生活

地域活動

その他

わからない

無回答

3.7

76.3

7.9

0.2

1.1

1.3

9.3

0 20 40 60 80 100
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問 49 仕事と子育てを両立するために、職場環境に求めることは何ですか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「短時間勤務制度や始業時刻の繰り下げ・終業

時刻の繰り上げ、フレックスタイム制等の実施」

の割合が 46.5％と も高く、次いで「妊娠・出産・

子育てにおける職場の上司、同僚の理解」の割合

が 45.7％、「子どもが病気等の際に取得できる、

看護のための休暇」の割合が 41.0％となっていま

す。 

平成 25 年度調査と比較すると、「短時間勤務制

度や始業時刻の繰り下げ・終業時刻の繰り上げ、

フレックスタイム制等の実施」の割合が増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

妊娠・出産・子育てにおける職

場の上司、同僚の理解

産前産後休業後・育児休業後
における原職または原職相当

職への復帰

子どもの出生時における父親の

休暇の取得の促進

育児休業を取得しやすく、職場
復帰しやすい環境の整備

短時間勤務制度や始業時刻の
繰り下げ・終業時刻の繰り上

げ、フレックスタイム制等の実
施

事業所内保育施設の設置

ベビーシッターに係る費用など

の援助

子どもが病気等の際に取得で
きる、看護のための休暇

勤務地、担当業務等の限定

出産や子育てのために退職し

た者の再雇用制度

その他

無回答

45.7 

7.6 

17.4 

23.9 

46.5 

17.7 

4.6 

41.0 

9.9 

9.1 

2.7 

15.9 

45.5 

9.9 

14.7 

25.1 

38.3 

16.0 

5.6 

37.9 

7.3 

13.6 

1.5 

20.6 

47.2 

9.3 

17.2 

32.0 

48.6 

24.9 

9.7 

52.8 

9.0 

19.9 

2.4 

2.1 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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（12）子育てのストレスについて 

問 50 子育てにストレスを感じることがありますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「ときどきある」の割合が 56.4％と も高く、

次いで「あまりない」の割合が 23.7％、「ひんぱ

んにある」の割合が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 50－１ 問 50 で「１．ひんぱんにある」「２．ときどきある」に○をつけた方にうか

がいます。それはどんな時や、どんな事ですか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

「自分のやりたいことができない」の割合が

47.8％と も高く、次いで「子どもとの接し方・

遊び方」の割合が 37.4％、「子育てと仕事の両立」

の割合が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

ひんぱんにある

ときどきある

あまりない

ない

無回答

12.7

56.4

23.7

5.7

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 665 ％

子どもとの接し方・遊び方

子どもの成長

授乳

離乳食

子どもの生活リズム

子どもの病気

子どもの兄弟・姉妹関係

子どもがかわいいと思えない

自分のやりたいことができない

自分の病気

自分以外の家族との育児方針

の違い

家族の育児協力が少ない

子育てと仕事の両立

近所づきあい・友達づきあい

その他

無回答

37.4

18.6

3.2

7.8

25.6

10.8

19.5

1.8

47.8

7.5

8.4

14.3

30.5

10.2

7.4

1.7

0 20 40 60 80 100
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問 51 あなたを含め、家族の誰かが、次のようなことをしたことがありますか。当ては

まる番号すべてに○をつけてください。 

「特にない」の割合が 47.0％と も高く、次い

で「いらいらして、つい子どもに手をあげてしま

う」の割合が 23.3％、「食事を作って食べさせる

のがめんどうと感じる」の割合が 14.6％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、「特にない」の

割合が増加しています。一方、「いらいらして、つ

い子どもに手をあげてしまう」「子どものしつけ

に必要だと思い体罰をする」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 52 あなた自身が、子どものころに保護者から問 51 のような行為を受けたことがあ

りますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「ある」の割合が 26.0％、「ない」の割合が

71.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

いらいらして、つい子どもに手を

あげてしまう

自分の子どもなのに、かわいい

と思えない

子どもに向かって、子どもの存

在を否定するような言葉を口に

してしまう

子育てを放棄したくなる

子どもに対して、発達にそぐわ

ない厳しいしつけや行動制限を

する

食事を作って食べさせるのがめ
んどうと感じる

子どものしつけに必要だと思い

体罰をする

子どもに対して、高い目標を設
定し、より完全性を求める

その他

特にない

無回答

23.3 

5.6 

13.0 

11.7 

4.3 

14.6 

2.6 

5.8 

3.0 

47.0 

7.2 

32.0 

6.2 

15.7 

11.6 

6.6 

14.3 

11.7 

5.1 

2.5 

38.3 

6.3 

46.0 

9.2 

21.6 

16.6 

3.3 

17.1 

18.4 

6.0 

1.0 

23.8 

5.4 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 963 ％

ある

ない

無回答

26.0

71.4

2.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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問 53 子どもの虐待を防止するために、何が必要だと思いますか。当てはまる番号３つ

まで○をつけてください。 

「育児に疲れたときにリフレッシュできる場

所や支援のしくみがあること」の割合が 61.5％と

も高く、次いで「家族（特に配偶者）が子育て

にかかわること」の割合が 54.3％、「身近に相談

できる場所や人がいること」の割合が 46.0％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「同じような年

齢の子どもをもつ親同士のつながりをもつこと」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親自身の人間性が成熟するこ
と

子育ての知識や情報が得られ

ること

家族（特に配偶者）が子育てに
かかわること

同じような年齢の子どもをもつ

親同士のつながりをもつこと

身近に相談できる場所や人が

いること

ペアレント・トレーニング（親育ち
教室）があること

育児に疲れたときにリフレッシュ

できる場所や支援のしくみがあ
ること

その他

特にない

無回答

43.7 

12.6 

54.3 

24.4 

46.0 

6.0 

61.5 

3.9 

0.2 

7.2 

43.7 

12.0 

58.4 

35.9 

48.9 

4.8 

58.4 

2.8 

0.3 

4.9 

47.7 

9.1 

62.5 

41.3 

42.2 

1.6 

49.5 

2.2 

0.1 

0.8 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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問 54 あなたは、どのようなことで子どもの安心・安全がおびやかされるのではないか

と不安に感じますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「新聞やテレビなどで子どもが犯罪などに巻

きこまれる報道を見聞きしたとき」の割合が

75.5％と も高く、次いで「身近に不審者情報が

あったとき」の割合が 75.2％、「子どもだけで外

出するとき」の割合が 54.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「犯罪被害にあ

った子どもが身近にいたとき」「子どもがインタ

ーネットや携帯電話に興味をもったとき」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育所（園）や幼稚園、学校等が遠方にあること」は平成20年度調査ではありませんでした。 

  

％

新聞やテレビなどで子どもが犯

罪などに巻きこまれる報道を見

聞きしたとき

身近に不審者情報があったとき

犯罪被害にあった子どもが身近

にいたとき

子どもだけで外出するとき

子どもが遅い時間に帰宅すると
き

子どもと連絡がとれないとき

子どもだけで留守番をしている
とき

人通りの少ない道や街灯がな

い場所が近所にあること

近隣とのつながりが希薄なこと

保育所（園）や幼稚園、学校等
が遠方にあること

子どもがインターネットや携帯

電話に興味をもったとき

その他

特に不安を感じていない

無回答

75.5 

75.2 

40.6 

54.8 

48.6 

44.4 

39.7 

51.4 

21.8 

17.1 

41.6 

1.1 

0.4 

1.5 

79.0 

73.3 

35.1 

53.5 

44.8 

42.7 

36.2 

48.5 

22.4 

20.2 

33.8 

1.1 

0.5 

1.5 

85.4 

79.9 

32.5 

47.2 

35.9 

29.0 

30.6 

40.1 

14.6 

‐

21.7 

0.9 

0.8 

1.6 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 963)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,024)
平成20年度調査

(回答者数 = 870)
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（13）子育て支援対策全般について 

問 55 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について当てはまる番号

に○をつけてください。 

「3」の割合が 43.4％と も高く、次いで「4」

の割合が 25.4％、「2」の割合が 11.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、４歳で「２」の割合が、０歳、１歳、３歳で「３」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

１ ２ 
 

３ 
 

４ 
 

５ 無
回
答 

０歳 240 5.8 7.9 48.3 22.1 6.7 9.2 

１歳 139 8.6 12.9 46.0 20.9 2.9 8.6 

２歳 139 1.4 10.8 39.6 30.9 3.6 13.7 

３歳 143 3.5 7.7 45.5 28.0 5.6 9.8 

４歳 157 2.5 17.2 39.5 27.4 3.2 10.2 

５歳 129 3.9 13.2 39.5 24.8 7.0 11.6 

全体 963 4.7 11.2 43.4 25.4 4.9 10.4

 

 

  

回答者数 = 963 ％

1

2

3

4

5

無回答

4.7

11.2

43.4

25.4

4.9

10.4

0 20 40 60 80 100

満足度が低い 

満足度が高い 
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問 56 あなたにとって望ましい子育て支援施策は何ですか。当てはまる番号３つまで○

をつけてください。 

「保育所（園）、留守家庭児童会等の働きながら子どもを預ける施設を増やす」の割合が 35.5％

と も高く、次いで「保護者が働いている、働いていないに関わらず、子どもを預けることがで

きる幼保連携型認定こども園を増やす」の割合が 26.9％、「各種費用の減免制度や医療費の助成

等の経済的支援」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

回答者数 = 963 ％

保育所（園）、留守家庭児童会

等の働きながら子どもを預ける

施設を増やす

幼稚園の保育サービスを充実

する

保護者が働いている、働いてい

ないに関わらず、子どもを預け

ることができる幼保連携型認定

こども園を増やす

親子が安心して集まれる公園

等の屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育

所（園）・幼稚園等の園庭開放を

充実する

親子が安心して集まれる集いの

場等の屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられ

るよう、オムツ替えや授乳のた

めのスペースづくりや、歩道等

の段差解消などの「子育てのバ

リアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制

を充実する

子育て支援に関する情報提供

を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子

育ての知識・技能の取得に役立

つ教室の開催回数の増と内容

の充実を図る

子育てサークル活動への支援

を充実する

NPO 等による保育サービスを

行う

小児医療体制の充実

35.5

15.0

26.9

19.9

2.5

18.0

17.2

6.1

3.5

4.6

0.8

1.1

17.1

0 20 40 60 80 100

％

各種費用の減免制度や医療費

の助成等の経済的支援

公営住宅の優先入居・広い部

屋の割り当て等、住宅面での配

慮・支援に取り組む

労働時間短縮、休暇の取得促

進、育児休業取得促進等、企業

等に対して職場環境の改善を

働きかける

子育ての講座、発育や発達に

関する講座など、子育てについ

て学ぶ機会をつくる

子どものために食事を提供する

「子ども食堂」

仕事と家庭の両立支援と働き方

の見直しの促進

妊婦・出産の支援

健診など子どもの健康の支援

生命の大切さ、家庭の役割につ

いての理解を促進させる施策

その他

特になし

無回答

21.5

1.6

13.0

2.2

3.8

13.0

5.4

5.8

2.2

3.9

1.2

12.1

0 20 40 60 80 100
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問 57 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手していますか。当てはまる番号

３つまで○をつけてください。 

「市の広報やパンフレット」の割合が 62.0％と

も高く、次いで「友人・知人」の割合が 45.9％、

「保育所（園）、幼稚園、認定こども園、学校」の

割合が 32.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

市の広報やパンフレット

保健センターなどの市の機関

ホームページ、ブログ

ツイッター・フェイスブックなどの

ＳＮＳ

子育てアプリ

子育て雑誌・育児書

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

子育てサークルの仲間

保育所（園）、幼稚園、認定こど

も園、学校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

62.0

10.3

29.5

8.4

7.1

10.4

7.0

45.9

11.9

1.7

32.3

0.6

2.1

7.5

0 20 40 60 80 100
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問 58 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手したいですか。当てはまる番号

３つまで○をつけてください。 

「市の広報やパンフレット」の割合が 64.3％と

も高く、次いで「ホームページ、ブログ」の割

合が 38.0％、「保育所（園）、幼稚園、認定こども

園、学校」の割合が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 963 ％

市の広報やパンフレット

保健センターなどの市の機関

ホームページ、ブログ

ツイッター・フェイスブックなどの

ＳＮＳ

子育てアプリ

子育て雑誌・育児書

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

子育てサークルの仲間

保育所（園）、幼稚園、認定こど
も園、学校

わからない

無回答

64.3

14.2

38.0

12.1

15.7

6.5

8.3

24.7

7.0

1.3

37.9

3.0

6.3

0 20 40 60 80 100
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２ 小学生 

（１）宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１ 宛名のお子さんのお住まいの小学校区はどこですか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

「三山木」の割合が 21.4％と も高く、次いで

「松井ケ丘」の割合が 19.4％、「薪」の割合が

14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月を（ ）内に数字でご記入ください。 

宛名のお子さんの年齢 

「10 歳（５年生）」の割合が 17.1％と も高く、

次いで「７歳（２年生）」、「８歳（３年生）」の割

合が 16.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

６歳（１年生）

７歳（２年生）

８歳（３年生）

９歳（４年生）

10歳（５年生）

11歳（６年生）

無回答

15.7 

16.5 

16.5 

16.1 

17.1 

15.4 

2.8 

16.9 

17.2 

18.1 

16.3 

15.5 

14.7 

1.4 

16.7 

19.8 

17.4 

16.4 

13.6 

13.0 

3.1 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

大住

松井ケ丘

桃園

薪

田辺東

田辺

草内

三山木

普賢寺

無回答

6.7

19.4

12.2

14.3

3.6

14.2

7.6

21.4

0.3

0.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問３ 宛名のお子さんを含め、お子さんは何人ですか。人数を数字でご記入ください。

２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入くださ

い。 

ア 子どもの数 

 

「２人」の割合が 57.1％と も高く、次いで

「３人」の割合が 22.1％、「１人」の割合が 16.4％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 末子の年齢 

 

「６歳～８歳」の割合が 29.0％と も高く、次

いで「３歳～５歳」の割合が 27.2％、「９歳～11

歳」の割合が 23.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「６歳～８歳」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

問４ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「母親」の割合が 92.0％、「父親」の割合が

7.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

  

％

０歳～２歳

３歳～５歳

６歳～８歳

９歳～11歳

無回答

14.2

27.2

29.0

23.4

6.3

15.0

23.0

34.3

21.4

6.3

0 20 40 60 80 100

％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

16.4

57.1

22.1

3.2

0.5

0.8

15.6

56.0

23.1

4.1

0.6

0.7

0 20 40 60 80 100

％

母親

父親

その他

無回答

92.0 

7.5 

0.0 

0.5 

92.5 

6.2 

0.8 

0.5 

91.2 

5.5 

0.4 

2.9 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)

平成30年度調査

(回答者数 = 860)
平成25年度調査

(回答者数 = 864)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
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問５ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

「配偶者がいる」の割合が 93.3％、「配偶者は

いない」の割合が 5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 母親、父親の該当する年齢階層についてお答えください。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

ア 母親 

 

「40 歳代」の割合が 62.4％と も高く、次い

で「30 歳代」の割合が 33.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「40 歳代」の割合が 63.3％と も高く、次い

で「30 歳代」の割合が 24.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

配偶者がいる

配偶者はいない

その他

無回答

93.3

5.0

0.4

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,032 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.0

1.1

33.8

62.4

2.1

0.0

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 992 ％

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

0.0

0.6

24.5

63.3

8.4

0.3

2.9

0 20 40 60 80 100
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問７ 母親と父親の本市での居住年数をお答えください。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

ア 母親 

 

「10 年以上」の割合が 58.1％と も高く、次

いで「5 ～10 年未満」の割合が 29.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「10 年以上」の割合が 58.5％と も高く、次

いで「5 ～10 年未満」の割合が 27.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お子さんとの同居の状況について当てはまる番号すべてに○をつけてください。

続柄はお子さんからみた関係です。 

「父母同居」の割合が 91.7％と も高くなって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

父母同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

祖母同居

その他

無回答

91.7 

0.7 

4.6 

5.0 

7.9 

2.7 

0.8 

89.5 

1.1 

6.1 

7.8 

10.8 

3.2 

0.8 

88.1 

0.9 

6.4 

11.2 

12.9 

4.3 

4.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,032 ％

3 年未満

3 ～5 年未満

5 ～10年未満

10年以上

無回答

6.3

6.1

29.0

58.1

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 992 ％

3 年未満

3 ～5 年未満

5 ～10年未満

10年以上

無回答

6.8

4.7

27.6

58.5

2.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問９ お子さんの祖父母が近くにお住まいですか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。近くとは、概ね 30 分程度で行き来できる範囲です。 

「近くに住んでいる」の割合が57.4％と も高

く、次いで「近くに住んでいない」の割合が32.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 10 お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「主に母親」の割合が 50.4％と も高く、次い

で「父母ともに」の割合が 47.1％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

47.1 

50.4 

0.6 

0.8 

0.2 

1.0 

42.3 

53.9 

0.9 

1.2 

1.2 

0.6 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

同居している

近くに住んでいる

近くに住んでいない

無回答

9.1

57.4

32.9

0.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
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（２）ご家族の生活状況について 

問 11 あなたは、ご家庭の現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。当てはま

る番号１つに○をつけてください。 

「普通」の割合が 57.5％と も高く、次いで

「やや苦しい」の割合が 23.3％、「ややゆとりが

ある」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたの世帯では、過去１年の間に、急な出費などで家計のやりくりができない

ことがありましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「まったくなかった」の割合が57.6％と も高

く、次いで「まれにあった」の割合が 21.9％、「と

きどきあった」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

5.2

23.3

57.5

11.9

1.3

0.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

4.3

15.6

21.9

57.6

0.6

0 20 40 60 80 100
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問 13 あなたは、現在、どのような悩みや不安を感じていますか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「特に困っていることはない」の割合が 32.8％

と も高く、次いで「子どもの教育（進学）やし

つけのことで困っている」の割合が 30.3％、「経

済的に困っている」の割合が 17.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

経済的に困っている

適当な就職先がなくて困ってい
る

仕事と子育ての両立が困難で

ある

子どもをみてもらうところがない

家事の仕方がわからない

住宅のことで困っている

子どもの教育（進学）やしつけの

ことで困っている

自分が精神的に不安定である。

子どもが情緒的に不安定であ
る。

親権や財産等の問題が解決で

きない

相談相手がいない

自分の健康状態がよくない

家族の健康状態がよくない

夫婦関係について

親族との人間関係について

近隣・地域との人間関係につい
て

勤務先での仕事や人間関係に

ついて

その他

特に困っていることはない

無回答

17.3

6.1

17.1

9.2

2.0

2.7

30.3

6.6

5.0

0.5

2.3

5.7

4.5

4.9

3.5

4.9

6.0

3.8

32.8

3.6

0 20 40 60 80 100
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問 14 子どもや保護者にとって、現在または将来的に、どのような支援があるとよいと

思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「保護者が家にいないときに子どもを預かる

場やサービスの提供」の割合が 44.5％と も高

く、次いで「生活や就学のための経済的補助」の

割合が 40.3％、「子どもが仲間と出会え、一緒に

活動できるところ」の割合が 38.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

保護者が家にいないときに子ど

もを預かる場やサービスの提供

低い家賃で住めるところ

生活や就学のための経済的補

助

進路や生活などについてなんで
も相談できるところ

子どもが仲間と出会え、一緒に

活動できるところ

自然体験や集団遊びなど、多

様な活動機会の提供

地域における子どもの居場所の
提供

読み書き計算などの基礎的な

学習への支援

会社などでの職場体験等の機

会

仕事に就けるようにするための
就労に関する支援

子育ての悩みなど、気軽に相談

できるところ

その他

特にない

わからない

無回答

44.5

7.0

40.3

18.0

38.4

29.8

29.4

20.4

16.1

13.6

13.0

4.8

4.1

2.6

1.0

0 20 40 60 80 100
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（３）子どもの育ちをめぐる状況について 

問 15 お子さんの子育てに大きく影響すると思われる環境として、当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「家庭」の割合が 94.2％と も高く、次いで

「小学校」の割合が 86.3％、「地域」の割合が

54.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」の割合が 63.3％と も高く、

次いで「緊急時もしくは用事の際には子どもをみ

てもらえる友人・知人がいる」の割合が 22.9％、

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」の割

合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

家庭

地域

小学校

その他

無回答

94.2

54.4

86.3

3.7

0.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

日常的に祖父母等の親族にみ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子

どもをみてもらえる友人・知人
がいる

いずれもいない

無回答

20.9

63.3

3.7

22.9

11.2

1.7

0 20 40 60 80 100
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問 16－１ 問 16 で「１」または「２」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。祖

父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安

心である」の割合が 55.0％と も高く、次いで

「自分たち親の立場として、祖父母等の親族に負

担をかけていることが心苦しい」の割合が22.1％、

「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配で

ある」の割合が 21.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 20 年度調査の「祖父母等が孫を預かることについて特に問題は感じていない」を、平成 30 年度調査の「祖父母等
の親族が子育てに協力してくれ、安心である」と比較しています。「子どもの教育・発達にとってふさわしい環境であ
るかどうか、少し不安がある」は平成 20 年度調査ではありませんでした。 

  

％

祖父母等の親族が子育てに協

力してくれ、安心である

祖父母等の親族の身体的負担
が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約

や精神的な負担が大きく心配で

ある

自分たち親の立場として、祖父

母等の親族に負担をかけている

ことが心苦しい

子どもの教育・発達にとってふ

さわしい環境であるかどうか、少
し不安がある

その他

無回答

55.0 

21.6 

12.7 

22.1 

4.8 

3.1 

0.8 

57.0 

18.4 

10.7 

19.0 

6.5 

3.8 

1.2 

65.8 

15.7 

15.3 

20.2 

‐

7.1 

0.9 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 837)
平成25年度調査

(回答者数 = 832)
平成20年度調査

(回答者数 = 535)
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問 16－２ 問 16 で「３」または「４」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。友

人・知人にお子さんをみてもらっている状況について、当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「友人・知人が子育てに協力してくれ、安心で

ある」の割合が 63.7％と も高く、次いで「自分

たち親の立場として、友人・知人に負担をかけて

いることが心苦しい」の割合が26.3％となってい

ます。 

平成 25 年度調査と比較すると、「自分たち親の

立場として、友人・知人に負担をかけていること

が心苦しい」の割合が増加しています。一方、「友

人・知人が子育てに協力してくれ、安心である」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問 17 子育てについて、今のお気持ちに一番近いものとして当てはまる番号１つに○を

つけてください。 

「比較的楽しい」の割合が 45.2％と も高く、

次いで「少し不安・負担を感じる」の割合が 22.9％、

「とても楽しい」の割合が 13.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

友人・知人が子育てに協力して

くれ、安心である

友人・知人の身体的負担が大き

く心配である

友人・知人の時間的制約や精

神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、友人・

知人に負担をかけていることが

心苦しい

子どもの教育・発達にとってふ

さわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

63.7

3.8

9.5

26.3

3.1

1.9

3.1

70.1 

1.2 

6.1 

17.7 

0.9 

4.0 

3.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

とても楽しい

比較的楽しい

少し不安・負担を感じる

とても不安・負担を感じる

どちらともいえない

無回答

13.9

45.2

22.9

3.3

8.9

5.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 262)

平成25年度調査

(回答者数 = 328)
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問 18 宛名のお子さんとかかわる時間（会話、食事、一緒にテレビを見る、一緒に遊

ぶ、風呂に入る、身の回りの世話、勉強をみるなど）はだいたいどのくらいあり

ますか。（母親、父親とも平日と休日に分けてそれぞれ当てはまる番号１つに○を

つけてください） 

（１）母親 

ア 平日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 53.7％と も高く、次

いで「３時間くらい」の割合が 22.0％、「２時間

くらい」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 休日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 85.7％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,032 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

0.9

2.3

7.0

13.1

22.0

53.7

1.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,032 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

0.2

0.9

1.8

3.6

6.4

85.7

1.5

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

ア 平日（１つに○） 

 

「ほとんどない」の割合が 32.0％と も高く、

次いで「２時間くらい」の割合が 19.4％、「１時

間くらい」の割合が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 休日（１つに◯） 

 

「４時間以上」の割合が 69.9％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 992 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

32.0

14.2

17.3

19.4

11.1

4.8

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 992 ％

ほとんどない

30分くらい

１時間くらい

２時間くらい

３時間くらい

４時間以上

無回答

6.6

1.7

4.4

7.4

8.7

69.9

1.4

0 20 40 60 80 100
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問 19 お子さんを育てていて、あなたが日頃悩んでいること、不安に感じることはどの

ようなことですか。お子さんのこと、保護者のこと、それぞれ当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「子どもの教育や将来の教育費」の割合が 52.8％と も高く、次いで「子どもを叱りすぎてい

るような気がする」の割合が 36.4％、「子どものしつけ」の割合が 34.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「特にない」の割合が増加しています。一方、「育児の方法」

「子どもとの接し方」「友達づきあい（いじめ等を含む）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「子どものしつけ」「子どもの遊び」「夫婦で楽しむ時間がない」は平成25年度調査、平成20年度調査ではありませんでした。 

「子育てで出費がかさむ」「子育てによる身体の疲れが大きい」「住居が狭い」は平成25年度調査ではありませんでした。 

「子どもの生活リズムが乱れている」「保護者同士の交流・つきあいが難しい」「子どもを叱りすぎているような気がする」「地域

の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからない」は平成20年度調査ではありませんでした。 

％

配偶者・パートナーの協力が少

ない

話し相手や相談相手、協力者

がいない

保護者同士の交流・つきあいが

難しい

子どもを叱りすぎているような気

がする

子育てのストレスがたまって、

子どもに手をあげたり、世話をし

なかったりしてしまう

地域の子育て支援サービスの

内容や利用・申し込み方法がよ

くわからない

子育てによる身体の疲れが大き

い

夫婦で楽しむ時間がない

家族の中での子育て方針の違

い

住居が狭い

特にない

その他

無回答

11.0

3.8

11.2

36.4

4.0

2.3

11.8

8.3

7.3

5.3

25.0

4.3

2.0

13.7 

4.8 

14.9 

39.3

6.4 

5.1

‐

‐

8.1 

‐

4.7 

4.1 

1.6 

12.5 

2.3 

‐

‐

12.0 

‐

10.9 

‐

8.1 

10.9 

8.2 

4.2 

3.9 

0 20 40 60 80 100

％

病気や発育・発達

食事や栄養

育児の方法

子どものしつけ

子どもとの接し方

子どもの遊び

子どもの教育や将来の教育費

子育てで出費がかさむ

子どもの生活リズムが乱れてい

る

子どもとの時間がとれない

友達づきあい（いじめ等を含む）

不登校

仕事や自分のやりたいことがで

きない

23.3 

19.6 

10.3 

34.2 

18.4 

12.5 

52.8 

22.4 

11.3 

8.7 

30.5 

2.0 

17.3 

20.9 

18.4 

29.3 

‐

25.7 

‐

53.1 

‐

10.6 

8.7 

40.8 

2.0 

16.7 

22.7 

17.8 

1.3 

‐

13.5 

‐

40.5 

39.3

‐

18.7 

37.3 

2.1 

16.8 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 20 お子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「いる／ある」の割合が 88.7％、「いない／な

い」の割合が 9.9％となっています。 

 

 

 

 

 

問 20－１ 問 20 で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子

育てに関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）ですか。当てはまる番号す

べてに○をつけてください。 

「友人や知人」の割合が 84.6％と も高く、次

いで「祖父母等の親族」の割合が 76.4％、「近所

の人」の割合が 25.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

いる／ある

いない／ない

無回答

88.7

9.9

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 921 ％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育てサークル・NPO ・子育て
支援施設（地域子育て支援セン

ター・児童館等）

保健所

保健センター（健診の際）

学校

民生委員・児童委員

かかりつけ医

自治体の子育て関連担当窓
口・子育て総合相談窓口「はぐ

はぐ」

母子父子自立支援員

児童相談所・家庭児童相談室

民間の電話相談

その他

無回答

76.4

84.6

25.3

2.4

0.2

1.1

18.8

0.1

7.3

0.1

0.0

0.3

0.0

5.6

0.1

0 20 40 60 80 100
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問 20－２ あなたの家庭では、どのような点を重視して教育していますか（しようと考

えていますか）。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「他人の立場に立って行動すること」の割合が

51.3％と も高く、次いで「お金やものを大切に

すること」の割合が 50.3％、「友だちなどとの人

間関係づくり」の割合が 48.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「甘やかさず、

過保護にしないこと」「家事手伝いなど、多くの

体験をさせること」「友だちなどとの人間関係づ

くり」「家族のふれあい」「お金やものを大切にす

ること」「他人の立場に立って行動すること」「し

つけにおいて厳しさをもつこと」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

甘やかさず、過保護にしないこ
と

まず、親が手本を示すこと

子どもの個性を伸ばすこと

家事手伝いなど、多くの体験を

させること

子どもの自主性を尊重すること

友だちなどとの人間関係づくり

家族のふれあい

お金やものを大切にすること

他人の立場に立って行動するこ

と

しつけにおいて厳しさをもつこと

子どもに期待をかけすぎないこ

と

その他

特にない

無回答

33.3 

18.8 

42.7 

33.7 

42.6 

48.7 

47.3 

50.3 

51.3 

12.1 

21.3 

1.9 

0.4 

11.8 

39.1 

20.7 

44.5 

42.2 

40.1 

59.4 

53.6 

58.3 

61.7 

19.5 

23.9 

1.6 

0.7 

3.8 

39.9 

18.8 

46.7 

43.2 

37.9 

62.2 

53.9 

67.1 

60.5 

27.4 

25.6 

3.1 

0.5 

2.7 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 20－３ 宛名のお子さんは、学校に行くのが楽しそうですか。当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「友人が多く、楽しそうである」の割合が

52.6％と も高く、次いで「あまり楽しそうでは

ないが、登校が苦痛ではなさそう」の割合が

10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

友人が多く、楽しそうである

勉強が好きで、楽しそうである

先生（教師）が好きで、楽しそう

である

好きな授業があるときは、楽し
そうに通っている

あまり楽しそうではないが、登校

が苦痛ではなさそう

あまり楽しそうではないが、友だ
ちなどの働きかけにより、通って

いる

あまり楽しそうではなく、休みが
ちである

わからない

その他

無回答

52.6

5.9

3.3

8.9

10.2

1.0

0.8

1.4

3.5

12.5

0 20 40 60 80 100
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問 20－４ 子育てをする上で、学校に期待することはどのような点ですか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「わかりやすい授業を行ない、基礎的な学力が

つくこと」の割合が 64.5％と も高く、次いで

「いじめが起こらないようにすること。また、い

じめ問題を解決すること」の割合が 38.7％、「こ

ころの教育を充実すること」の割合が 32.8％とな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「コンピュータ

ー教育や環境教育など、時代のニーズにあった授

業を充実すること」「いじめが起こらないように

すること。また、いじめ問題を解決すること」の

割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わかりやすい授業を行ない、基

礎的な学力がつくこと

コンピューター教育や環境教育
など、時代のニーズにあった授

業を充実すること

こころの教育を充実すること

人権教育や福祉教育の充実、

ボランティア等への参加をすす

めること

児童・生徒の個性を見抜き、特
色ある教育を実践すること

児童・生徒の立場に立って、子

どもとの信頼関係を強めること

スポーツや行事を通じて、協調
性のある子どもを育成すること

生徒指導をきちんとすること

進路指導を適切に行うこと

家庭との連絡を密にすること

いじめが起こらないようにするこ

と。また、いじめ問題を解決する
こと

その他

特に学校に期待することはない

無回答

64.5 

20.1 

32.8 

3.3 

21.0 

31.1 

15.7 

5.7 

2.3 

11.5 

38.7 

2.7 

0.8 

8.8 

70.1 

12.6 

40.2 

4.0 

18.9 

38.5 

20.3 

7.5 

1.7 

11.7 

32.8 

2.4 

1.2 

5.7 

71.0 

9.9 

48.1 

5.5 

17.8 

26.6 

25.3 

4.3 

2.3 

17.9 

31.0 

4.3 

0.9 

3.4 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 21 あなたのご家庭では、ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

「少々付き合いがある」の割合が 31.5％と も

高く、次いで「付き合いがあり、やや親しい」の

割合が 30.5％、「付き合いはほとんどなく、あい

さつをする程度」の割合が 23.9％となっていま

す。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

問 22 お子さんは次の地域での催しに参加していますか。当てはまる番号すべてに○を

つけてください。 

「特に参加していない」の割合が 39.0％と も

高く、次いで「子ども会等の青少年団体活動」の

割合が 37.3％、「スポーツ活動」の割合が 24.5％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「子ども会等の

青少年団体活動」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子育てサークル活動

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

子ども会等の青少年団体活動

リサイクル等の環境分野での社

会貢献活動

その他

特に参加していない

無回答

2.1

24.5

6.5

4.8

37.3

1.9

2.5

39.0

1.2

1.9

26.2

7.5

5.0

45.4

3.5

2.3

34.7

0.9

0 20 40 60 80 100

％

親しい

付き合いがあり、やや親しい

少々付き合いがある

付き合いはほとんどなく、あいさ

つをする程度

わからない

無回答

12.8

30.5

31.5

23.9

0.5

0.8

16.2

33.1

30.8

19.0

0.1

0.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
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問 23 お子さんの休日や夜間の急な発病時には、どのように対応していますか。もっと

も当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「休日応急診療所・救急外来」の割合が 83.8％

と も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）保護者の就労状況について 

問 24 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいま

す。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「フルタイム以外で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」の割合が 41.2％と も高

く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労

していない」の割合が 26.8％、「フルタイムで就

労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

の割合が 22.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム以外で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」は平成20年度調査ではありませんでした。 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

フルタイム以外で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではな

い

フルタイム以外で就労している

が、産休・育休・介護休業中で

ある

以前は就労していたが、現在は

就労していない

これまで就労したことがない

無回答

22.4 

1.2 

41.2 

0.9 

26.8 

3.0 

4.6 

20.3 

1.4 

37.9 

0.7 

31.5 

6.4 

1.9 

15.7 

0.4 

39.5 

‐

28.2 

11.7 

4.5 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

休日応急診療所・救急外来

かかりつけ医

小児救急電話相談（＃8000）な

ど

その他

受診できる医療機関を知らない

無回答

83.8

4.1

3.9

2.1

2.1

3.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,021)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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イ 父親 

 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 92.7％と も高くな

っています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「フルタイム以外で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」は平成20年度調査ではありませんでした。 
 
 
 
 

問 24－１ 就労している方（問 24 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」を

（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）１週当たり就労日数 

 

「５日」の割合が 48.6％と も高く、次いで

「４日」の割合が 23.3％、「３日」の割合が 12.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

フルタイム以外で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではな

い

フルタイム以外で就労している

が、産休・育休・介護休業中で

ある

以前は就労していたが、現在は

就労していない

これまで就労したことがない

無回答

92.7 

0.5 

0.7 

0.1 

0.6 

0.1 

5.2 

93.5 

0.3 

1.2 

0.0 

1.5 

0.0 

3.4 

88.3 

0.2 

1.5 

‐

1.2 

0.0 

8.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 677 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.5

6.9

12.1

23.3

48.6

5.6

0.3

1.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 992)
平成25年度調査

(回答者数 = 969)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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（イ）１日当たり就労時間（残業時間を含む） 

 

「５時間未満」の割合が 24.8％と も高く、次

いで「８時間～９時間未満」の割合が 20.7％、「６

時間～７時間未満」の割合が 16.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）１週当たり就労日数 

 

「５日」の割合が 63.3％と も高く、次いで

「６日」の割合が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 677 ％

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

24.8

15.4

16.1

11.7

20.7

4.7

1.8

0.9

2.1

1.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 933 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.1

1.1

0.8

0.4

63.3

21.3

1.8

11.1

0 20 40 60 80 100
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（イ）１日当たり就労時間（残業時間を含む） 

 

「８時間～９時間未満」の割合が 26.4％と も

高く、次いで「10 時間～11 時間未満」の割合が

22.9％、「12 時間以上」の割合が 15.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24－２ 就労している方（問 24 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻は、必ず（例）８時～17 時

のように、24 時間制(30 分単位)で（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）家を出る時刻 

 

「８時台」の割合が 48.7％と も高く、次いで

「７時台」の割合が 21.7％、「９時台」の割合が

17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 933 ％

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

0.2

0.3

0.3

2.6

26.4

12.1

22.9

4.3

15.9

15.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 677 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.4

2.2

21.7

48.7

17.6

5.6

3.7

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時刻 

 

「18 時前」の割合が 63.2％と も高く、次い

で「18 時台」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）家を出る時刻 

 

「７時台」の割合が 39.3％と も高く、次いで

「６時台」の割合が 20.6％、「８時台」の割合が

16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 677 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

63.2

20.7

8.1

2.7

0.9

0.4

0.0

0.0

0.1

3.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 933 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

3.6

20.6

39.3

16.8

2.5

2.4

14.8

0 20 40 60 80 100
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（イ）帰宅時刻 

 

「20 時台」の割合が 19.3％と も高く、次い

で「19 時台」の割合が 16.9％、「21 時台」の割合

が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24－３ 就労している方（問 24 で「１」から「４」のいずれかに○をつけた方）に

うかがいます。育児と仕事を両立するうえで望ましいと考える家を出る時刻

と帰宅時刻をお答えください。時間は、必ず（例）８時～17 時のように、24

時間制（30 分単位）で（ ）内に数字でご記入ください。 

ア 母親 

（ア）理想の家を出る時刻 

 

「８時台」の割合が 47.9％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 31.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 933 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

9.0

8.3

16.9

19.3

15.1

10.1

3.6

1.6

1.2

14.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 677 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.3

0.3

4.9

47.9

31.6

6.2

8.9

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想の帰宅時刻 

 

「18 時前」の割合が 82.6％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）理想の家を出る時刻 

 

「８時台」の割合が 37.5％と も高く、次いで

「７時台」の割合が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 677 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

82.6

7.4

1.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

8.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 933 ％

６時前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時以降

無回答

0.5

4.1

34.5

37.5

4.3

0.6

18.4

0 20 40 60 80 100
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（イ）理想の帰宅時刻 

 

「19 時台」の割合が 28.3％と も高く、次い

で「18 時台」の割合が 25.4％、「18 時前」の割合

が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24－４ フルタイム以外で就労している方（問 24 で「３」または「４」のいずれか

に○をつけた方）にうかがいます。フルタイム（１週５日程度・１日８時間

程度の就労）への転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

ア 母親 

 

「フルタイム以外の就労を続けることを希望」

の割合が 55.8％と も高く、次いで「フルタイム

への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

の割合が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 933 ％

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

無回答

12.2

25.4

28.3

11.0

3.4

0.8

0.1

0.1

0.3

18.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 434 ％

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

フルタイム以外の就労を続ける

ことを希望

フルタイム以外の就労をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

6.7

21.2

55.8

3.2

13.1

0 20 40 60 80 100
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イ 父親 

「フルタイム以外の就労を続けることを希望」が 3 件となっています。「フルタイムへの転換

希望があり、実現できる見込みがある」が 2件となっています。 

 

 

問 24－５ 問 24 で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または

「６．これまで就労したことがない」のいずれかに○をつけた方にうかがい

ます。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号１つに○をつ

け、該当する（ ）内には数字をご記入ください。 

（１）母親 

 

「今は子育てや家事などに専念したい（就労の

予定はない）」の割合が 34.1％と も高く、次い

で「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

の割合が 30.8％、「1 年より先、一番下の子ども

が（   ）歳になったころに就労したい」の割

合が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

  

％

今は子育てや家事などに専念

したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが（
）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

34.1 

27.6 

30.8 

7.5 

32.6 

27.6 

31.5 

8.3 

20.0 

49.5 

29.5

0.9 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 308)

平成25年度調査

(回答者数 = 387)

平成20年度調査

(回答者数 = 325)
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「1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい」子どもの年齢 

 

「６歳～７歳」の割合が 36.5％と も高く、次

いで「２歳～３歳」の割合が 14.1％、「４歳～５

歳」、「12 歳～13 歳」の割合が 11.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 希望する就労形態 

 

「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度

の就労）」の割合が 6.3％、「パートタイム、アル

バイト等（「ア」以外）」の割合が 93.7％となって

います。 

 

 

 

  

％

フルタイム（１週５日程度・１日８

時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等

（「ア」以外）

無回答

6.3 

93.7 

0.0 

9.0 

89.3 

1.6 

9.7 

88.7 

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 85 ％

０歳～１歳

２歳～３歳

４歳～５歳

６歳～７歳

８歳～９歳

10歳～11歳

12歳～13歳

14歳～15歳

16歳～17歳

18歳以上

無回答

2.4

14.1

11.8

36.5

10.6

4.7

11.8

0.0

0.0

0.0

8.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 95)

平成25年度調査

(回答者数 = 122)

平成20年度調査

(回答者数 = 257)



140 

イ パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

 

「３日」の割合が 47.2％と も高く、次いで

「４日」の割合が 28.1％、「２日」の割合が 12.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１日当たり希望就労時間 

 

「５時間」の割合が 40.4％と も高く、次いで

「４時間」の割合が 33.7％、「６時間」の割合が

12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 89 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.1

12.4

47.2

28.1

10.1

0.0

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 89 ％

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

無回答

0.0

0.0

7.9

33.7

40.4

12.4

2.2

2.2

1.1

0 20 40 60 80 100
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（２）父親 

「今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」、「すぐにでも、もしくは１年以内

に就労したい」が 1 件となっています。 

 

 

「1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい」子どもの年齢 

有効回答がありませんでした。 

 

 

ア 希望する就労形態 

有効回答がありませんでした。 

 

 

イ パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

「４日」が 1 件となっています。 

 

 

（イ）１日当たり希望就労時間 

「４時間」が 1件となっています。 
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（５）留守家庭児童会の利用について 

問 25 お子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過

ごしていますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たり日数を数

字でご記入ください。「留守家庭児童会」の場合には、利用している時間も（ ）

内に数字でご記入ください。また、土曜日の利用状況もお答えください。時間は

必ず（例）17 時 のように 24 時間制でご記入ください。 

 

「自宅」の割合が 75.1％と も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾

など）」の割合が 61.5％、「留守家庭児童会」の割

合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後に過ごしている場所別日数 

『２．祖父母宅や友人・知人宅』『４．児童館』で「１日」の割合が、『３．習い事（ピアノ教

室、サッカークラブ、学習塾など）』で「２日」の割合が、『５．留守家庭児童会』で「５日」の

割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

無
回
答 

１．自宅 780 12.4 16.2 14.4 7.7 46.4 2.9 

２．祖父母宅や友人・知人宅 146 54.8 24.0 11.0 - 4.8 5.5 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラ
ブ、学習塾など） 

638 19.0 28.4 27.3 15.7 8.9 0.8 

４．児童館 29 55.2 10.3 13.8 10.3 6.9 3.4 

５．留守家庭児童会 218 0.5 1.8 8.7 28.0 55.5 5.5 

６．ファミリー・サポート・センター 9 33.3 33.3 - - 22.2 11.1 

７．その他 145 42.8 28.3 10.3 4.8 11.0 2.8 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館

留守家庭児童会

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

75.1

14.1

61.5

2.8

21.0

0.9

14.0

3.7

0 20 40 60 80 100
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５．留守家庭児童会 

ア 利用終了時刻 

 

「17 時台」の割合が 42.2％と も高く、次い

で「18 時以降」の割合が 31.2％、「16 時台」の割

合が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用時間 

 

「２時間～３時間未満」の割合が 35.3％と も

高く、次いで「３時間～４時間未満」の割合が

28.9％、「２時間未満」の割合が 14.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

ウ うち土曜日の利用 

 

「ある」の割合が 13.8％、「ない」の割合が

78.9％となっています。 

 

 

 

 

（ア）利用開始時刻 

 

「８時台」の割合が 76.7％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 218 ％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

3.7

1.4

15.1

42.2

31.2

6.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 218 ％

２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間以上

無回答

14.7

35.3

28.9

5.0

2.8

13.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 218 ％

ある

ない

無回答

13.8

78.9

7.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 30 ％

８時台

９時台

10時台

11時以降

無回答

76.7

20.0

0.0

0.0

3.3

0 20 40 60 80 100
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（イ）利用終了時刻 

 

「17 時台」の割合が 43.3％と も高く、次い

で「16 時台」の割合が 30.0％、「15 時台」の割合

が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）利用時間 

 

「７時間以上」の割合が 83.3％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25－１ 問 25 で「５．留守家庭児童会」に○をつけた方にうかがいます。利用して

いる理由について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「現在就労している」の割合が96.3％と も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 218 ％

現在就労している

家族・親族などを介護しなけれ

ばならない

病気や障害がある

学生である

その他

無回答

96.3

0.5

0.9

0.0

0.5

1.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 30 ％

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

無回答

3.3

6.7

0.0

13.3

30.0

43.3

3.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 30 ％

３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間以上

無回答

0.0

0.0

3.3

3.3

0.0

83.3

10.0

0 20 40 60 80 100
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問 25－２ 問 25 で「５．留守家庭児童会」に○をつけた方にうかがいます。留守家庭

児童会に対してどのように感じていますか。もっとも当てはまる番号１つに

○をつけてください。 

「現在のままでよい」の割合が32.1％と も高

く、次いで「利用時間を延長してほしい」の割合

が 25.2％、「施設・設備を改善してほしい」の割

合が 15.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 25－３ 問25で「５．留守家庭児童会」以外に○をつけた方にうかがいます。利用して

いない理由について、もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「現在就労していないから」の割合が 28.1％と

も高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「就労しているが、子どもが行きたがらないから」は平成20年度調査ではありませんでした。  

％

現在就労していないから

就労しているが、留守家庭児童

会を知らなかったから

就労しているが、近くに留守家

庭児童会がないから

就労しているが、留守家庭児童

会に空きがないから

就労しているが、留守家庭児童

会の開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかか

るから

就労しているが、子どもは放課

後の習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時

間ならば、子どもだけでも大丈

夫だと思うから

就労しているが、他の施設に預

けているから

就労しているが、子どもが行き

たがらないから

その他

無回答

28.1

0.3

0.5

1.0

0.1

1.2

6.6

9.1

0.4

6.5

12.4

33.8

31.2 

0.2 

0.2 

0.5 

0.5 

2.1 

4.6 

5.9 

0.3 

3.8 

10.5 

40.4 

45.2 

1.5 

0.3 

0.3 

0.8 

2.9 

4.2 

8.6 

0.3 

‐

21.1 

1.3 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 218 ％

施設・設備を改善してほしい

利用時間を延長してほしい

指導内容を工夫してほしい

定員を増やしてほしい

その他

現在のままでよい

無回答

15.1

25.2

7.3

1.4

8.3

32.1

10.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 782)
平成25年度調査

(回答者数 = 612)
平成20年度調査

(回答者数 = 719)
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問 25－４ 問 25 で「５．留守家庭児童会」以外に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんについて、今後の留守家庭児童会の利用予定をお聞かせください。

当てはまる番号１つに○をつけてください。（時間は、必ず 24 時間制でご記

入ください。） 

「今後も利用しない」の割合が 66.6％、「利用

したい」の割合が 8.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「今後も利用し

ない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

２．利用したい人の希望 

ア １週当たり利用日数 

 

「３日」の割合が 36.8％と も高く、次いで

「５日以上」の割合が 26.5％、「２日」の割合が

14.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「１日」「２日」

「３日」の割合が増加しています。一方、「４日」

「５日以上」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

イ 利用終了時刻 

 

「17 時台」、「18 時以降」の割合が 32.4％と

も高く、次いで「15 時より前」の割合が 13.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

今後も利用しない

利用したい

無回答

66.6

8.7

24.7

57.2 

9.8 

33.0 

81.8 

10.7 

7.5 

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日以上

無回答

8.8 

14.7 

36.8 

8.8 

26.5 

4.4 

1.7 

6.7 

23.3 

16.7 

36.7 

15.0 

2.6 

14.3 

16.9 

18.2 

32.5 

9.1 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 68 ％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

13.2

0.0

8.8

32.4

32.4

13.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 68)
平成25年度調査

(回答者数 = 60)
平成20年度調査

(回答者数 = 77)

平成30年度調査

(回答者数 = 782)
平成25年度調査

(回答者数 = 612)
平成20年度調査

(回答者数 = 719)
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ウ 利用時間 

 

「２時間～３時間未満」の割合が 38.2％と も

高く、次いで「３時間～４時間未満」の割合が

17.6％、「２時間未満」の割合が 14.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

エ うち土曜日の利用希望 

 

「ある」の割合が 26.5％、「ない」の割合が

44.1％となっています。 

 

 

 

 

（ア）利用開始時刻 

 

「８時台」の割合が 44.4％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 68 ％

２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間以上

無回答

14.7

38.2

17.6

4.4

2.9

22.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 68 ％

ある

ない

無回答

26.5

44.1

29.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 18 ％

８時台

９時台

10時台

11時以降

無回答

44.4

33.3

5.6

0.0

16.7

0 20 40 60 80 100



148 

（イ）利用終了時刻 

 

「17 時台」の割合が 66.7％と も高く、次い

で「14 時台」の割合が 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）利用時間 

 

「７時間以上」の割合が 72.2％と も高く、次

いで「６時間～７時間未満」の割合が 16.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 18 ％

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

無回答

0.0

0.0

16.7

5.6

5.6

66.7

5.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 18 ％

３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間以上

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

72.2

11.1

0 20 40 60 80 100
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問 25－５ 問 25－４で「２．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。利用したい

理由について、もっとも当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「現在就労している」の割合が39.7％と も高

く、次いで「就労予定がある／求職中である」の

割合が 30.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「就労予定があ

る／求職中である」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「就労していないが、子どもの教育などのために預けたい」は平成 20 年度調査ではありませんでした。 

 

 

問 26 地域によっては、留守家庭児童会と連携して行うサービスとして『放課後子ども

教室』がありますが、その利用意向はありますか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「意向がある」の割合が 29.3％、「意向がない」

の割合が 52.5％となっています。 

 

 

 

 

 

１．１週当たり利用希望日数 

 

「１日」の割合が 47.4％と も高く、次いで

「２日」の割合が 26.0％、「３日」の割合が 10.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

％

現在就労している

就労予定がある／求職中であ

る

家族・親族などを介護しなけれ

ばならない

病気や障害がある

学生である／就学したい

就労していないが、子どもの教

育などのために預けたい

その他

無回答

39.7 

30.9 

1.5 

0.0 

1.5 

7.4 

10.3 

8.8 

43.3 

36.7 

0.0 

1.7 

1.7 

3.3 

5.0 

8.3 

26.0 

62.3 

3.9 

1.3 

0.0 

‐

1.3 

5.2 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

意向がある

意向がない

無回答

29.3

52.5

18.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 304 ％

１日

２日

３日

４日

５日以上

無回答

47.4

26.0

10.9

1.6

4.9

9.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 68)
平成25年度調査

(回答者数 = 60)
平成20年度調査

(回答者数 = 77)
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問 27 宛名のお子さんについてうかがいます。小学５年生以降の放課後の時間について

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつ

け、それぞれ週当たり日数を数字でご記入ください。「留守家庭児童会」の場合に

は、利用したい時間も（ ）内に数字でご記入ください。また、土曜日の利用希

望もお答えください。時間は必ず（例）17 時のように 24 時間制でご記入くださ

い。 

 

「自宅」の割合が 75.3％と も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾

など）」の割合が 64.6％、「留守家庭児童会」の割

合は 13.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「自宅」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

小学５年生以降で放課後の時間に過ごさせたい場所別日数 

小学５年生以降で放課後の時間に過ごさせたい場所別日数について、『２．祖父母宅や友人・知

人宅』で「１日」の割合が、『３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）』で「２

日」「３日」の割合が、『５．留守家庭児童会』で「５日」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

無
回
答 

１．自宅 782 12.8 22.6 14.5 7.5 36.4 6.1 

２．祖父母宅や友人・知人宅 143 55.2 25.9 6.3 1.4 4.9 6.3 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラ
ブ、学習塾など） 

671 13.4 31.1 31.1 12.2 8.3 3.7 

４．児童館 25 40.0 36.0 4.0 - 12.0 8.0 

５．留守家庭児童会 144 3.5 11.8 17.4 16.0 45.8 5.6 

６．放課後子ども教室 87 47.1 34.5 11.5 1.1 3.4 2.3 

７．ファミリー・サポート・センター 6 33.3 16.7 16.7 - 16.7 16.7 

８．その他 145 32.4 37.9 11.7 4.8 6.2 6.9 

  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館

留守家庭児童会

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

75.3

13.8

64.6

2.4

13.9

8.4

0.6

14.0

7.6

63.3

18.6

62.5

1.7

12.9

9.1

0.6

14.6

17.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 706)
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５．留守家庭児童会 

ア 希望利用終了時刻 

 

「18 時以降」の割合が 41.7％と も高く、次

いで「17 時台」の割合が 35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 希望利用時間 

 

「２時間～３時間未満」の割合が 30.6％と も

高く、次いで「３時間～４時間未満」の割合が

20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ うち土曜日の利用希望 

 

「ある」の割合が 16.7％、「ない」の割合が

54.9％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 144 ％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

2.8

0.0

4.9

35.4

41.7

15.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 144 ％

２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間以上

無回答

9.7

30.6

20.1

4.9

1.4

33.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 144 ％

ある

ない

無回答

16.7

54.9

28.5

0 20 40 60 80 100
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（ア）希望利用開始時刻 

 

「８時台」の割合が 58.3％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 20.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望利用終了時刻 

 

「17 時台」の割合が 75.0％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）希望利用時間 

 

「７時間以上」の割合が 75.0％と も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 24 ％

８時台

９時台

10時台

11時以降

無回答

58.3

20.8

0.0

0.0

20.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 24 ％

13時より前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

無回答

0.0

4.2

4.2

4.2

4.2

75.0

8.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 24 ％

３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間以上

無回答

0.0

0.0

4.2

0.0

4.2

75.0

16.7

0 20 40 60 80 100
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問 27－１ 問 25 で「５．留守家庭児童会」、問 25－４で「２．利用したい」、問 27 で

「５．留守家庭児童会」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、日曜・祝日及び夏休み・冬休みなどの長期休暇期

間中に留守家庭児童会の利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。（時間は、必ず 24 時間制でご記入ください）なお、利用に

は一定の利用者負担が発生するものとします。 

（１）日曜・祝日の利用希望 

 

「利用する必要はない」の割合が 61.1％、「利

用したい」の割合が 13.7％となっています。 

 

 

 

 

 

ア 希望利用開始時刻 

 

「８時台」の割合が 65.0％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 293 ％

利用する必要はない

利用したい

無回答

61.1

13.7

25.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 40 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0

7.5

65.0

17.5

2.5

0.0

0.0

0.0

7.5

0 20 40 60 80 100
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イ 希望利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 40.0％と も高く、次い

で「17 時台」の割合が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 希望利用時間 

 

「10 時間以上」の割合が 47.5％と も高く、

次いで「８時間～９時間未満」の割合が 17.5％、

「９時間～10 時間未満」の割合が 12.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 40 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

2.5

0.0

5.0

5.0

5.0

30.0

40.0

5.0

0.0

0.0

7.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 40 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

0.0

0.0

7.5

0.0

17.5

12.5

47.5

15.0

0 20 40 60 80 100
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（２）夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の利用希望 

 

「利用する必要はない」の割合が 4.8％、「利用

したい」の割合が 72.7％となっています。 

 

 

 

 

ア 希望利用開始時刻 

 

「８時台」の割合が 59.2％と も高く、次いで

「９時台」の割合が 19.2％、「７時台」の割合が

12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 希望利用終了時刻 

 

「17 時台」の割合が 37.1％と も高く、次い

で「18 時台」の割合が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 293 ％

利用する必要はない

利用したい

無回答

4.8

72.7

22.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 213 ％

７時前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時以降

無回答

0.0

12.7

59.2

19.2

1.9

0.0

0.0

0.9

6.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 213 ％

13時前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

1.4

1.4

2.8

3.8

8.5

37.1

29.6

9.4

0.5

0.0

5.6

0 20 40 60 80 100
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ウ 希望利用時間 

 

「10 時間以上」の割合が 34.7％と も高く、

次いで「９時間～10 時間未満」の割合が 29.6％、

「８時間～９時間未満」の割合が 13.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）病気の際の対応について 

問 28 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 

「あった」の割合が 63.2％、「なかった」の割

合が 35.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

あった

なかった

無回答

63.2 

35.3 

1.5 

61.4 

37.0 

1.6 

72.8 

22.9 

4.3 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 213 ％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

0.0

1.4

2.3

3.3

4.2

13.6

29.6

34.7

10.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 28－１ お子さんが病気やケガで学校を休んだ場合に、この１年間に行った対応とし

て当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれのおおよその日数も（ ）内

に数字でご記入ください。（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてくだ

さい） 

（１）１年間の対処方法 

「母親が仕事を休んだ」の割合が 46.3％と も

高く、次いで「父親又は母親のうち就労していな

い方が子どもをみた」の割合が 42.1％、「（同居者

を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」の

割合が 15.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「母親が仕事を

休んだ」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成30 年度調査の「病児・病後児保育事業を利用した」は平成20年度調査の「病児の保育サービスを利用した」「病後児の保育
サービスを利用した」の合計です。「ファミリー・サポート・センターを利用した」は平成20年度調査ではありませんでした。

％

父親又は母親のうち就労してい
ない方が子どもをみた

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子

どもをみてもらった

病児・病後児保育事業を利用し
た

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを

利用した（地域住民が子どもを

預かる事業）

子どもだけで家にいた

その他

無回答

42.1

10.4

46.3

15.9

2.1

0.2

0.0

8.8

2.3

1.2

46.7 

7.1 

36.9 

19.2 

0.8 

0.3 

0.2 

8.7 

1.9 

1.4 

42.5 

8.6 

36.4 

20.9 

0.4 

0.2 

‐

16.4 

4.9 

2.0 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 656)
平成25年度調査

(回答者数 = 634)
平成20年度調査

(回答者数 = 593)
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（２）対処方法別日数 

１年間の対処方法別日数について、『オ 病児・病後児保育事業を利用した』で「２日～３日」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日
～
３
日 

４
日
～
５
日 

６
日
～
９
日 

10
日
～
19
日 

20
日
以
上 

無
回
答 

ア 父親又は母親のうち就労して
いない方が子どもをみた 

276 25.7 30.1 18.8 6.5 9.1 1.4 8.3 

イ 父親が仕事を休んだ 68 44.1 45.6 5.9 - - - 4.4 

ウ 母親が仕事を休んだ 304 31.6 38.5 12.5 4.6 3.0 1.0 8.9 

エ （同居者を含む）親族・知人に
子どもをみてもらった 

104 30.8 49.0 9.6 1.9 1.0 - 7.7 

オ 病児・病後児保育事業を利用
した 

14 28.6 50.0 14.3 7.1 - - -

カ ベビーシッターを利用した 1 - - - - - - 100.0 

キ ファミリー・サポート・センター
を利用した 

- - - - - - - -

ク 子どもだけで家にいた 58 39.7 43.1 10.3 - 1.7 1.7 3.4 

ケ その他 15 26.7 33.3 13.3 13.3 - - 13.3 

 

 

問 28－２ 問 28－１で「イ」または「ウ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

その際、できれば病児・病後児保育事業を利用したいと思いましたか。当て

はまる番号１つに○をつけ、日数についても（ ）内に数字でご記入くださ

い。なお、病児・病後児保育事業の利用には、一定の利用料がかかり、利用

前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

「できれば病児・病後児保育事業を利用したい」

の割合が 20.6％、「利用したいとは思わない」の

割合が 77.3％となっています。 

 

 

  

回答者数 = 326 ％

できれば病児・病後児保育事業

を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

20.6

77.3

2.1

0 20 40 60 80 100
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病児・病後児保育事業の利用希望日数 

 

「２日～３日」の割合が 34.3％と も高く、次

いで「１日」の割合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28－３ 問 28－２で「１．できれば病児・病後児保育事業を利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。 

上記の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思い

ますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「病院に併設したもの」の割合が 83.6％と も

高く、次いで「幼稚園、保育所（園）などに併設

したもの」の割合が 20.9％、「地域住民等が保育

するもの（例：ファミリー・サポート・センター

等）」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 67 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

20.9

34.3

9.0

3.0

0.0

0.0

32.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 67 ％

病院に併設したもの

幼稚園、保育所（園）などに併

設したもの

地域住民等が保育するもの

（例：ファミリー・サポート・セン
ター等）

その他

無回答

83.6

20.9

11.9

3.0

4.5

0 20 40 60 80 100



160 

問 28－４ 問 28－２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいま

す。そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

「親が仕事を休むことができるから」の割合が

49.2％と も高く、次いで「親が仕事を休んで子

どもをみるのが当然だと思うから」の割合が

30.6％、「病児・病後児を他人にみてもらうのは

不安」の割合が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28－５ 問 28－１で「エ」から｢ケ｣のいずれかに○をつけた就労している方にうかが

います。 

その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んでお子さんをみたいと思いました

か。「エ」から「ケ」の日数のうち仕事を休んでお子さんをみたかったおおよ

その日数について数字でご記入ください。 

「２日～３日」の割合が 31.7％と も高く、次

いで「１日」の割合が 26.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 252 ％

親が仕事を休んで子どもをみる
のが当然だと思うから

親が仕事を休むことができるか

ら

病児・病後児を他人にみてもら

うのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可

能時間や日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

対象者になるのかどうかわから
ない

利用方法（手続き等）がわから

ない

その他

無回答

30.6

49.2

27.8

4.8

13.9

19.8

7.5

7.1

14.7

13.5

4.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 161 ％

１日

２日～３日

４日～５日

６日～９日

10日～19日

20日以上

無回答

26.1

31.7

9.9

3.7

1.2

0.6

26.7

0 20 40 60 80 100
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問 28－６ 問 28－１で「エ」から｢ケ｣のいずれかに○をつけた、就労している方にうか

がいます。 

休んでお子さんをみることができなかった理由について当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

「仕事が忙しくて休めない」の割合が 51.6％と

も高く、次いで「その他」の割合が 24.2％、「休

暇日数が足りないので休めない」の割合が11.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 29 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労な

ど）により、お子さんを泊りがけで保護者以外にみてもらわなければならないこ

とはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます）あった場合は、

この１年間の対応として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も

（ ）内に数字でご記入ください。 

「あった」の割合が 15.4％、「なかった」の割

合が 80.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

あった

なかった

無回答

15.4 

80.6 

3.9 

15.9 

80.3 

3.8 

11.7 

85.6 

2.7 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 161 ％

仕事が忙しくて休めない

子どもの看護を理由に休めない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め

ない

その他

無回答

51.6

9.3

4.3

11.2

24.2

12.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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（１）１年間の対処方法 

 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」

の割合が 95.6％と も高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「宿泊保育（こどもショートステイ）を利用した」「イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した」は平成

20年度調査ではありませんでした。 

 

（２）対処方法別日数 

対処方法別日数について、『ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった』で「１泊」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
泊 

２
泊
～
３
泊 

４
泊
～
５
泊 

６
泊
～
９
泊 

10
泊
～
19
泊 

20
泊
以
上 

無
回
答 

ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもらっ
た 

153 32.7 26.8 7.2 4.6 8.5 3.3 17.0 

イ. 宿泊保育（こどもショートステイ）を利用
した 

5 - - - - - - 100.0 

ウ. イ．以外の保育事業（認可外保育施設、
ベビーシッター等）を利用した 

1 - - - - - - 100.0 

エ. 預け先が見つからず子どもを同行させ
た 

10 40.0 20.0 - - - - 40.0 

オ. その他 7 14.3 28.6 - - - - 57.1 

 

 

 

 

  

％

（同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった

宿泊保育（こどもショートステ

イ）を利用した（児童養護施設等

で一定期間、子どもを養育する
事業）

イ．以外の保育事業（認可外保

育施設、ベビーシッター等）を利
用した

預け先が見つからず子どもを同

行させた

その他

無回答

95.6 

3.1 

0.6 

6.3 

4.4 

0.0 

96.3 

0.0 

0.0 

3.7 

1.2 

0.0 

88.4 

‐

‐

8.4 

4.2 

1.1 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 160)
平成25年度調査

(回答者数 = 164)
平成20年度調査

(回答者数 = 95)
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問 29－１ 問 29 で「１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」に

〇をつけた方にうかがいます。その際、頼みやすかったですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

「頼みやすかった」の割合が 59.5％と も高

く、次いで「どちらかというと頼みにくかった」

の割合が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

（８）育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問 30 生活の中での、「仕事」、「家庭生活（家事や育児など）」、「個人の生活（趣味の活

動や旅行など）」、「地域活動（ボランティアやサークル活動など）」の優先度につ

いておたずねします。①あなたの現実（現状）として優先しているものと、②あ

なたが優先したいもの（希望）をそれぞれお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

①現実（現状）として優先しているもの 

 

「家庭生活」の割合が 70.8％と も高く、次い

で「仕事」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

仕事

家庭生活

個人の生活

地域活動

その他

わからない

無回答

22.7

70.8

0.6

0.2

0.6

1.1

4.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 153 ％

大変頼みにくかった

どちらかというと頼みにくかった

頼みやすかった

無回答

8.5

27.5

59.5

4.6

0 20 40 60 80 100
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②優先したいもの（希望） 

 

「家庭生活」の割合が 78.0％と も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 仕事と子育ての両立に関して、大変だと感じていることがあれば、当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「自分や子どもが病気・ケガをした時に世話を

する人がいない」の割合が 37.3％と も高く、次

いで「子どもと接する時間が少ない」の割合が

32.0％、「特にない」の割合が 25.0％となってい

ます。 

平成 25 年度調査と比較すると、「子どもと接す

る時間が少ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

※「子どもの預けられるところが見つからない」は平成 25 年度調査ではありませんでした。 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

仕事

家庭生活

個人の生活

地域活動

その他

わからない

無回答

5.4

78.0

8.6

0.1

1.1

2.3

4.5

0 20 40 60 80 100

％

急な残業が入ってしまう

自分や子どもが病気・ケガをし

た時に世話をする人がいない

家族の理解が得られない

職場の理解が得られない

子どもの預けられるところが見

つからない

子どもと接する時間が少ない

その他

特にない

無回答

21.8 

37.3 

4.0 

7.1 

14.2 

32.0 

7.6 

25.0 

9.0 

23.8 

38.2 

4.8 

10.9 

‐

37.1 

9.0 

21.6 

8.4 

20.0 

54.2 

7.7 

11.2 

1.8

37.8 

9.4 

‐

8.3 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 32 仕事と子育てを両立するために、職場環境に求めることは何ですか。当てはまる

番号３つまで○をつけてください。 

「子どもが病気等の際に取得できる、看護のた

めの休暇」の割合が 44.5％と も高く、次いで

「短時間勤務制度や始業時刻の繰り下げ・終業時

刻の繰り上げ、フレックスタイム制等の実施」の

割合が 41.2％、「妊娠・出産・子育てにおける職

場の上司、同僚の理解」の割合が 35.6％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、「子どもが病気

等の際に取得できる、看護のための休暇」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

妊娠・出産・子育てにおける職

場の上司、同僚の理解

産前産後休業後・育児休業後
における原職または原職相当

職への復帰

子どもの出生時における父親の

休暇の取得の促進

育児休業を取得しやすく、職場
復帰しやすい環境の整備

短時間勤務制度や始業時刻の
繰り下げ・終業時刻の繰り上

げ、フレックスタイム制等の実
施

事業所内保育施設の設置

ベビーシッターに係る費用など

の援助

子どもが病気等の際に取得で
きる、看護のための休暇

勤務地、担当業務等の限定

出産や子育てのために退職し

た者の再雇用制度

その他

無回答

35.6 

5.0 

11.7 

16.9 

41.2 

9.9 

4.2 

44.5 

12.3 

10.3 

4.4 

13.6 

37.6 

6.9 

10.5 

20.7 

39.5 

10.4 

5.4 

51.0 

13.1 

12.9 

4.4 

11.7 

34.7 

7.6 

13.0 

26.7 

46.0 

16.3 

9.1 

55.3 

10.4 

14.1 

3.8 

7.1 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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（９）子育てのストレスについて 

問 33 子育てにストレスを感じることがありますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「ときどきある」の割合が 55.9％と も高く、

次いで「あまりない」の割合が 23.3％、「ひんぱ

んにある」の割合が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33－１ 問 33 で「１．ひんぱんにある」「２．ときどきある」に○をつけた方にうか

がいます。それはどんな時や、どんな事ですか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

「子どもの接し方・遊び方」の割合が 38.1％と

も高く、次いで「子どもの兄弟・姉妹関係」の

割合が 29.5％、「子どもの生活リズム」の割合が

29.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

ひんぱんにある

ときどきある

あまりない

ない

無回答

14.5

55.9

23.3

5.3

1.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 730 ％

子どもの接し方・遊び方

子どもの成長

子どもの生活リズム

子どもの病気

子どもの兄弟・姉妹関係

子どもがかわいいと思えない

自分のやりたいことができない

自分の病気

自分以外の家族との子育て方

針の違い

家族の子育てに対する協力が

少ない

子育てと仕事の両立

近所づきあい・友達づきあい

その他

無回答

38.1

23.8

29.3

10.3

29.5

1.6

25.3

6.4

9.6

11.0

25.2

13.3

8.2

1.0

0 20 40 60 80 100
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問 34 あなたを含め、家族の誰かが、次のようなことをしたことがありますか。当ては

まる番号すべてに○をつけてください。 

「特にない」の割合が 40.4％と も高く、次い

で「いらいらして、つい子どもに手をあげてしま

う」の割合が 28.7％、「子どもに向かって、子ど

もの存在を否定するような言葉を口にしてしま

う」の割合が 19.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「特にない」の

割合が増加しています。一方、「子どもに向かっ

て、子どもの存在を否定するような言葉を口にし

てしまう」「子どものしつけに必要だと思い体罰

をする」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 あなたは自身が、子どものころに保護者から問 34 のような行為を受けたことが

ありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「ある」の割合が 31.5％、「ない」の割合が

66.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

いらいらして、つい子どもに手を

あげてしまう

自分の子どもなのに、かわいい

と思えない

子どもに向かって、子どもの存

在を否定するような言葉を口に

してしまう

子育てを放棄したくなる

子どもに対して、発達にそぐわ

ない厳しいしつけや行動制限を

する

食事を作って食べさせるのがめ
んどうと感じる

子どものしつけに必要だと思い

体罰をする

子どもに対して、高い目標を設
定し、より完全性を求める

その他

特にない

無回答

28.7 

6.6 

19.6 

12.6 

4.1 

14.8 

5.1 

13.2 

2.8 

40.4 

4.4 

33.5 

7.7 

25.5 

11.5 

4.7 

10.6 

14.1 

13.1 

3.0 

31.0 

6.7 

40.9 

9.1 

25.0 

12.4 

3.7 

13.7 

25.3 

11.7 

2.9 

22.3 

6.4 

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

ある

ない

無回答

31.5

66.4

2.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)
平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)
平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 36 子どもの虐待を防止するために、何が必要だと思いますか。当てはまる番号３つ

まで○をつけてください。 

「親自身の人間性が成熟すること」の割合が

52.9％と も高く、次いで「育児に疲れたときに

リフレッシュできる場所や支援のしくみがある

こと」の割合が 51.0％、「家族（特に配偶者）が

子育てにかかわること」の割合が 49.7％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、「同じような年

齢の子どもをもつ親同士のつながりをもつこと」

「身近に相談できる場所や人がいること」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親自身の人間性が成熟するこ
と

子育ての知識や情報が得られ

ること

家族（特に配偶者）が子育てに
かかわること

同じような年齢の子どもをもつ

親同士のつながりをもつこと

身近に相談できる場所や人が

いること

ペアレント・トレーニング（親育ち
教室）があること

育児に疲れたときにリフレッシュ

できる場所や支援のしくみがあ
ること

その他

特にない

無回答

52.9 

14.2 

49.7 

29.8 

40.9 

7.2 

51.0 

4.5 

0.5 

3.9 

53.8 

12.6 

49.5 

35.9 

51.2 

4.6 

48.0 

3.3 

0.7 

3.7 

53.4 

8.6 

53.1 

40.7 

41.5 

1.2 

42.1 

2.1 

0.6 

3.6 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)

平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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問 37 あなたは、どのようなことで子どもの安心・安全がおびやかされるのではないか

と不安に感じますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「身近に不審者情報があったとき」の割合が

74.6％と も高く、次いで「新聞やテレビなどで

子どもが犯罪などに巻きこまれる報道を見聞き

したとき」の割合が 72.9％、「子どもだけで外出

するとき」の割合が 56.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「子どもがイン

ターネットや携帯電話に興味をもったとき」の割

合が増加しています。一方、「子どもが遅い時間

に帰宅するとき」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「保育所（園）や幼稚園、学校が遠方にあること」は平成20年度調査ではありませんでした。  

％

新聞やテレビなどで子どもが犯

罪などに巻きこまれる報道を見
聞きしたとき

身近に不審者情報があったとき

被害にあった子どもが身近にい

たとき

子どもだけで外出するとき

子どもが遅い時間に帰宅すると
き

子どもと連絡がとれないとき

子どもだけで留守番をしている

とき

人通りの少ない道や街灯がな

い場所が近所にあること

近隣とのつながりが希薄なこと

保育所（園）や幼稚園、学校が

遠方にあること

子どもがインターネットや携帯

電話に興味をもったとき

その他

特に不安を感じていない

無回答

72.9 

74.6 

35.4 

56.6 

50.5 

43.4 

32.1 

37.8 

10.9 

11.8 

40.8 

1.1 

0.9 

0.8 

76.7 

70.6 

34.7 

52.3 

57.0 

43.1 

32.8 

38.0 

10.3 

10.8 

35.7 

2.3 

0.6 

1.6 

72.3 

83.1 

36.0 

51.3 

49.0 

31.2 

40.4 

36.9 

11.3 

‐

22.8 

1.3 

0.6 

3.4 

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,038)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,032)

平成20年度調査

(回答者数 = 815)
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（10）子育て支援対策全般について 

問 38 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について当てはまる番号

に○をつけてください。 

「3」の割合が 45.7％と も高く、次いで「4」

の割合が 24.5％、「2」の割合が 14.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、11 歳（６年生）で「３」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

１ ２ 
 

３ 
 

４ 
 

５ 無
回
答 

６歳（１年生） 163 5.5 16.0 42.9 23.9 5.5 6.1 

７歳（２年生） 171 4.1 14.6 46.2 28.1 3.5 3.5 

８歳（３年生） 171 4.1 16.4 47.4 21.1 1.8 9.4 

９歳（４年生） 167 3.6 10.8 44.3 30.5 6.0 4.8 

10 歳（５年生） 177 2.8 18.6 41.8 23.7 7.3 5.6 

11 歳（６年生） 160 3.1 13.1 53.1 18.8 3.8 8.1 

全体 1,038 3.8 14.9 45.7 24.5 4.6 6.6

 

  

回答者数 = 1,038 ％

1

2

3

4

5

無回答

3.8

14.9

45.7

24.5

4.6

6.6

0 20 40 60 80 100

満足度が低い 

満足度が高い 
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問 39 あなたにとって望ましい子育て支援施策は何ですか。当てはまる番号３つまで○

をつけてください。 

「各種費用の減免制度や医療費の助成等の経済的支援」の割合が 32.1％と も高く、次いで

「小児医療体制の充実」の割合が 25.3％、「保育所（園）、留守家庭児童会等の働きながら子ども

を預ける施設を増やす」の割合が 21.9％、「保護者が働いている、働いていないに関わらず、子

どもを預けることができる幼保連携型認定こども園を増やす」の割合が 21.7％、「親子が安心し

て集まれる公園等の屋外の施設を整備する」の割合が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

各種費用の減免制度や医療費

の助成等の経済的支援

公営住宅の優先入居・広い部

屋の割り当て等、住宅面での配
慮・支援に取り組む

労働時間短縮、休暇の取得促

進、育児休業取得促進等、企業
等に対して職場環境の改善を

働きかける

子育ての講座、発育や発達に

関する講座など、子育てについ
て学ぶ機会をつくる

子どものために食事を提供する
「子ども食堂」

仕事と家庭の両立支援と働き方

の見直しの促進

妊婦・出産の支援

健診など子どもの健康の支援

生命の大切さ、家庭の役割につ

いての理解を促進させる施策

その他

特になし

無回答

32.1

2.0

13.4

3.6

5.3

14.3

3.2

7.9

5.5

5.3

1.9

7.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,038 ％

保育所（園）、留守家庭児童会
等の働きながら子どもを預ける

施設を増やす

幼稚園の保育サービスを充実

する

保護者が働いている、働いてい

ないに関わらず、子どもを預け
ることができる幼保連携型認定

こども園を増やす

親子が安心して集まれる公園

等の屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育

所（園）・幼稚園等の園庭開放を

充実する

親子が安心して集まれる集いの
場等の屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられ

るよう、オムツ替えや授乳のた
めのスペースづくりや、歩道等

の段差解消などの「子育てのバ
リアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制
を充実する

子育て支援に関する情報提供

を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子
育ての知識・技能の取得に役立

つ教室の開催回数の増と内容

の充実を図る

子育てサークル活動への支援
を充実する

NPO 等による保育サービスを

行う

小児医療体制の充実

21.9

6.4

21.7

19.7

1.1

15.4

4.7

9.9

6.2

5.3

0.9

1.3

25.3

0 20 40 60 80 100
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問 40 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手していますか。当てはまる番号

３つまで○をつけてください。 

「市の広報やパンフレット」の割合が 67.7％と

も高く、次いで「友人・知人」の割合が 49.2％、

「保育所（園）、幼稚園、認定こども園、学校」の

割合が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

市の広報やパンフレット

保健センターなどの市の機関

ホームページ、ブログ

ツイッター・フェイスブックなどの
ＳＮＳ

子育てアプリ

子育て雑誌・育児書

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

子育てサークルの仲間

保育所（園）、幼稚園、認定こど
も園、学校

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

67.7

4.2

27.0

5.7

2.9

5.8

15.1

49.2

16.2

0.5

27.6

1.1

1.1

3.5

0 20 40 60 80 100



173 

問 41 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手したいですか。当てはまる番号

３つまで○をつけてください。 

「市の広報やパンフレット」の割合が 67.1％と

も高く、次いで「ホームページ、ブログ」の割

合が 37.5％、「保育所（園）、幼稚園、認定こども

園、学校」の割合が 35.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,038 ％

市の広報やパンフレット

保健センターなどの市の機関

ホームページ、ブログ

ツイッター・フェイスブックなどの

ＳＮＳ

子育てアプリ

子育て雑誌・育児書

テレビ、ラジオ、新聞

友人・知人

隣近所・地域の人

子育てサークルの仲間

保育所（園）、幼稚園、認定こど
も園、学校

わからない

無回答

67.1

8.7

37.5

8.7

10.0

3.2

13.3

22.0

7.5

0.5

35.9

3.9

3.9

0 20 40 60 80 100
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Ⅲ 自由回答 

アンケート調査票の自由記述欄において、意見の内容を分野に応じて整理したところ、主な意

見は下記のとおりになります。なお、意見については延べ件数でまとめています。 

 

１ 就学前児童 

 

 

 

  

分類回答 件数 

（１）幼稚園・保育園・認定こども園について 

① 施設整備について 9 

② 保育士について 6 

③ 待機児童について 5 

④ 保育料金・入園条件について 4 

⑤ 夜間・休日、長期休暇の受け入れ 3 

⑥ 延長保育について 1 

⑦ その他 17 

（２）小学校就学後の生活について 

① 小学校について 4 

② 児童館・留守家庭児童会について 3 

③ ＰＴＡ・子供会 1 

（３）子育て支援全般について 

① 地域子育てセンター、広場について 12 

② その他の子育て支援サービスについて 19 

③ 子育てに関する情報、相談先について 10 

（４）子育て環境について 

① 子どもの遊び場、まちづくり、公共施設等について 20 

② 医療費、健診等について 4 

③ 地域のつながり、協力等について 3 

（５）子育て中の保護者の状況について 

① 子育てと仕事の両立について 1 

（６）その他 

① 市政について 3 

② アンケートについて 8 

③ 特になし 4 

④ その他 8 
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２ 小学生 

分類回答 件数 

（１）幼稚園・保育園・認定こども園について 

① 保育料金・条件に付いて 6 

② 保育士について 4 

③ 延長保育について 2 

④ 夜間・休日、長期休暇の受け入れ 2 

⑤ 施設整備について 1 

⑥ 待機児童について 1 

⑦ その他 10 

（２）小学校の生活について 

① 小学校について 79 

② 児童館・留守家庭児童会について 64 

③ ＰＴＡ・子供会 6 

（３）中学校について 

① 中学校の給食導入 46 

（４）子育て支援全般について 

① 地域子育てセンター、広場について 6 

② その他の子育て支援サービスについて 45 

③ 子育てに関する情報、相談先について 20 

（５）子育て環境について 

① 子どもの遊び場、まちづくり、公共施設等について 49 

② 医療費、健診等について 21 

③ 地域のつながり、協力等について 9 

④ その他 13 

（６）子育て中の保護者の状況について 

① 子育てと仕事の両立について 11 

② 保護者のリフレッシュ、子育て不安等について 1 

③ その他 3 

（７）その他 

① 市政について 4 

② アンケートについて 7 

③ 特になし 3 

④ その他 6 
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Ⅳ 調査票 

１ 就学前児童 
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２ 小学生 
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